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関西大学出身有名人を現役関大生がインタビューする、新コー
ナー「感激！逢いたかったです。スポットライトパーソン」。
記念すべき第一回は、学生時代からフィギュアスケーターとして
活躍し、今では TV で見かける機会も多い、織田信成さん。学
生時代の自分、フィギュアスケーターとしての自分、そしてこれか
らの自分……。関大の後輩によるインタビューだからこそ聞けた、
赤裸々な“ 織田信成 ”の姿を一挙公開いたします！

織田  信成 さん
1987年3月25日大阪府高槻市生まれ。2015 年3月、関西大学大学院
修士課程修了。2010 年バンクーバーオリンピックのフィギュアスケー
ト男子シングル日本代表で 7 位入賞を果たす。現在はプロスケーター、
スポーツ解説者、タレントとしてもさまざまなメディアでマルチに活躍中。

今月のパーソン
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スポットライト・パーソン

逢いた
感激！

かったです。

僕、おしゃべりが
大好きなんです（笑）



続きは機関誌をご購読ください。



564関大

特 別
書下ろし

連載

第 1 話「 先触れ 」

安田依央の
『 關

コ

 大
コ

 』だけでしか読めない連載小説

関大を舞台に繰り広げられるミステリー !
機関誌『 關大 』でしか読めない連載小説 !!
小説すばる新人賞受賞作家、校友の安田依央さんが
機関誌『 關大 』のためだけに特別書下ろし。
今後の展開に、ご注目 !



続きは機関誌をご購読ください。
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環境都市工学部3年次生
奥田 悠斗さん

商学部 4年次生中谷 崇人さん

法学部 4年次生

川原 好恵さん

法学部4年次生

竹内 美沙保さん

法学部 3年次生春貴 隆さん

経済学部4年次生

谷山 大弥さん

現役関大生にキャンパス突撃インタビュー！
ドキドキわくわく、何かを始めたくなる春だからこそ

今回は「夢」と「チャレンジ」というテーマに答えてもらいました！
それぞれの思いを胸に、つづってもらったコトバの数々。

今を生きる関大生のリアルがにじみます。

経済学部 4年次生原田 光さん

現役
関大生に聞きました！
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経済学部4年次生

原田 光さん

経済学部 4年次生谷山 大弥さん

環境都市工学部3年次生
奥田 悠斗さん

商学部4年次生中谷 崇人さん

法学部4年次生

川原 好恵さん

法学部3年次生春貴 隆さん

データで見える！ 若者マインド
2015年に15〜29歳の未婚の男女、3,000人を対象に行われたアンケートでは、自分の将来に不安を感じる人
が過半数以上、日本の将来に不安を感じる人はなんと7割超という結果に。一方、社会をリードしていこうとい
う気概のある若者もまた過半数以上。この数字、あなたは多いと思いますか？ それとも少ないと思いますか？

N=3000　単位：％
出典：株式会社電通 電通総研、電通若者研究部「若者まるわかり調査 2015」http://dii.dentsu.jp/project/wakamon/index.html

A：自分たちの世代が中心（主役）となって
　  リード・牽引していきたい
B：自分たちよりも上の世代が中心（主役）となって
　  リード・牽引していくべき自分の将来 日本の将来

Q1. 将来は明るい？ それとも不安？ Q2. 社会意識に関する A or B ？

法学部 ４年次生

竹内 美沙保さん

明るい 明るい

どちらかと
いえば明るい

不安
A に近い

やや A に近い

どちらかと
いえば明るいどちらかと

いえば不安
どちらかと
いえば不安

不安 B に近い

やや B に近い

7.6％ 3.8％

19.0％
25.4％

12.4％

45.6％

28.0％
43.4％

51.8％

21.0％ 6.2

35.8％



続きは機関誌をご購読ください。
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少
し
曇
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
暖

か
な
日
曜
日
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
に

盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
か
と
期
待
し
な

が
ら
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り

ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、“
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
”
と
冠
名
称
が
変
更
。
ま
た
、

校
友
と
現
役
学
生
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
交
流
出
来
る
A
L
L
関
大
を
目

指
し
て
、
例
年
よ
り
も
数
多
い
課
外

活
動
団
体
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
満
開
の
桜
の

よ
う
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
咲
く
挨

拶
や
談
笑
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
い

よ
い
よ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
始

ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

1
3
0
0
本
の
桜
が
満
開

悠
久
の
庭
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
、

5
0
0
0
人
が
集
う

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
悠
久
の

庭
。
凜
風
館
は
野
点
や
俳
句
コ
ー

ナ
ー
、
写
真
展
示
や
文
化
会
・
サ
ー

ク
ル
ス
テ
ー
ジ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
校
友
会
各
組
織
の
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
は
、
そ
の
白
色
と
テ
ン
ト
上
の
桜

の
ピ
ン
ク
色
が
、
美
し
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
醸
し
て
い
ま
す
。
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
で
は
、
体
育
会
ク
ラ
ブ

の
親
善
試
合
も
行
わ
れ
、
多
く
の
校

友
や
関
係
者
が
声
援
を
送
り
な
が
ら

熱
心
に
観
戦
す
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

は
、
家
族
連
れ
や
校
友
同
士
の
グ

ル
ー
プ
が
笑
顔
で
歩
き
な
が
ら
、
ス

マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
合
い
、
学
生
時

代
に
戻
っ
た
よ
う
な
歓
声
を
上
げ
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
日
ば
か
り
は
あ

の
頃
の
関
大
生
、
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

あ
の
頃
の
、

関
大
生
に
戻
り
ま
し
た
。

4
月
3
日（
日
）、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

〜
2
0
1
6
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
が

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

EVENT REPORT

EVENT REPORT

左
の
写
真
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
、
動
画
が
再
生
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
P
43
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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凜風館

野点で一服。美しい桜を思いながら、ここで一句

校 友 会 の 活 動 報 告

テントブース

地域支部等による、地元の物産品
をはじめとした思い思いのテント

ブース

悠久の庭
校友が熱心に観覧する中、悠久の庭では賑やかなパフォーマンスが次々と

特 集 “ぐるっとぷらっと” マップ
駆け足でしたが、キャンパスのあちこちを覗いてみました。校友の皆さんはテントブースでいそい
そと、学生の皆さんは白熱した試合、ダンスに野点、楽器演奏などなど。また、写真展示・資料展
示などもあり、楽しく充実した一日でした。

ホームカミングデー
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テントブース

趣向を凝らしたブースは
どこも大盛況！

千里山中央グラウンド

中央大学との親善試合。観客の声援が止
みません

校 友 会 の 活 動 報 告

凱風館
まさに関関戦の前哨戦。白熱した試合展開に興奮します

KU シンフォニーホール
マジックショーに拍手、落語に大笑い



校友インタビュー校友インタビューLet's

大盛況のうちに幕を閉じたホームカミングデー。
インタビューさせていただいた校友をご紹介いたします。

COLUMN

上村 和歌子さん
（写真右）
昭和 56 年社会学部
卒業・大阪府在住

伊丹 雅也さん（写真中央）
平成 16 年経済学部卒業・

兵庫県在住

廣澤（旧姓 菅）むつみさん
平成 6 年社会学部卒業・
兵庫県在住

恒例の俳句会　愛されて、30年 !!

佐々山 林
り ん

一
い ち

さん
昭和 35 年

経済学部卒業・
兵庫県在住
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校友会の活動報告

　

今
年
か
ら
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
を
悠

久
の
庭
に
移
し
ま
し
た
。
桜
満
開
の
下
、
正
面
ス
テ
ー
ジ
で

の
校
友
会
副
会
長
、
理
事
長
、
学
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
鏡

開
き
で
ス
タ
ー
ト
。
学
生
に
よ
る
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
、
応
援
団
の
演
舞
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
次
々
と
繰

り
広
げ
ら
れ
、
常
に
参
加
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
一
体

感
が
あ
り
、
お
祭
り
ら
し
い
賑
わ
い
が
増
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

交
響
楽
団
や
ギ
タ
ー
演
奏
、
さ
く
ら
寄
席
、
奇
術
、
俳
句

コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
席
、
写
真
展
な
ど
が
楽
し
め
、
各
支
部
な

ど
の
テ
ン
ト
店
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
り
近
く
な
り
ま
し
た
。

　

雨
を
案
じ
て
、
今
年
も
俳
句
コ
ー
ナ
ー
は
凜
風
館
1
階
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画

が
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
に
も
関
わ
ら
ず
、
俳
句
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
が
立
ち

寄
り
、
80
句
近
く
が
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
大
賞
・

入
賞
に
関
係
な
く
「
素
敵
な
俳
句
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
な
ん
で
も
一
番
が
好
き
」
と
、
一
番
乗
り
を
さ
れ
た
の

は
滋
賀
県
の
中
尾
恭
夫
さ
ん
（
29
学
商
）。
元
気
な
86
歳
は

二
九
千
里
会
の
役
員
さ
ん
で
、
毎
年
1
5
0
人
ほ
ど
に
案

内
は
が
き
を
出
す
そ
う
で
す
。

金
蘭
の　

桜
の
映
え
て　

窓
恋
し　
　
　
　
　
　

　

3
歳
の
お
嬢
ち
ゃ
ん
に
学
生
時
代
の
話
を
聞
か
せ
な
が

ら
作
句
さ
れ
た
の
は
寺
岡
敦
子
さ
ん
（
平
24
学
文
）。「
お

勉
強
も
し
た
し
、
先
生
と
も
遊
ん
だ
か
な
ぁ
」。
優
し
い
笑

顔
が
印
象
的
で
し
た
。

子
の
声
も　

あ
ん
よ
も
花
も　

舞
い
踊
り　
　

　

な
つ
か
し
い
関
大
に
帰
り
来
て
の
「
あ
る
あ
る
」
を
4
句
。

い
に
し
え
の　

花
満
つ
老
い
に　

坂
け
わ
し

間
島
正
清
（
36
学
法
）

春
や
昔　

二
十
歳
の
夢
を　

子
に
聞
か
す高

市
純
行
（
63
学
経
）

さ
く
ら
さ
く　

ま
ご
と
か
た
く
み　

お
う
え
ん
か

北
本
喜
一
（
29
学
商
）

変
わ
ら
ざ
る　

友
と
再
会　

花
ふ
ぶ
き古

谷
弘
明
（
39
学
経
）

ま
た
、
体
育
会
各
部
の
練
習
見
学
や
中
央
大
と
の
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
関
学
大
と
の
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
も
行

わ
れ
、
多
く
の
人
々
が
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
参
加
者
が
輪
に
な
っ
て
逍
遙
歌
を
歌
い
、

楽
し
い
一
日
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
気
分
を
十
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
、
校
友

会
各
部
の
常
議
員
が
集
ま
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
。
何
度
も
会
議
を
重
ね
て

ア
イ
デ
ア
を
練
り
ま
し
た
。

本
部
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、

さ
ら
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
取
材
：
広
報
部 

山
本
淑
子
）

今
年
、
た
っ
た
一
人
の

現
役
学
生
さ
ん
の
句
。

桜
舞
う

ゆ
め
も
う
つ
つ
も

我
が
こ
こ
ろ　

　
　

渡
邊
侑
大
（
環
境
３
）

　
　
　
　
　
　
　

（
取
材
：
広
報
部 

西
野
京
子
）

︿
大　

賞
﹀

金
蘭
の　

桜
の
映
え
て　

窓
恋
し

中
尾
恭
夫
（
29
学
商　

栗
東
市
）

︿
優
秀
賞
﹀

桜
坂　

桜
が
さ
ね
の　

衣
裳
着
て

北
村
英
子
（
44
Ｄ
文　

東
大
阪
市
）

︿
佳　

作
﹀

さ
く
ら
ま
う　

い
に
し
え
び
と
の　

う
た
げ
か
な

馬
場
俊
治
（
長
岡
京
市
）

遠
き
日
や　

学
び
の
窓
の　

花
あ
か
り

間
島
正
清
（
36
学
法　

生
駒
市
）

肩
組
み
て　

桜
花
（
サ
ク
ラ
）
と
涙
と　

逍
遙
歌

丸
尾
吉
男
（
44
学
法　

吹
田
市
）

な
お
、
今
年
の
「
春
の
俳
句
大
賞
」
入
賞
作
品
は
、

審
査
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

初めて奥様連れで来られた
佐武次郎さん（47学社）

桜
満
開
の
下
、刷
新
し
た

第
1
回
目
を
無
事
に
終
え
て

総
務
部
長 

大
東
恭
治



EVENT INFORMATION

天神祭 船渡御「関大丸」乗船
毎年大人気です！ 乗船者募集！！ のお知らせ

　大阪、夏の風物詩、天神祭。そのクライマックスとなる船渡御が、
7月25日（月）夕刻から大川で行われます。校友会では、恒例の奉拝船「関
大丸」の就航を予定。
　華麗な花火が咲く夜空の下、母校
関西大学の看板を掲げ、夏の夜の大
川に灯をともします。
　皆さま、多数のご乗船をお待ちし
ております。

7 月25 日（月）
午後5 時集合（予定）
お一人様 20,000 円
先着160 名様

（ご家族同伴可）
乗船をご希望の方は、お早めに校

友会事務局までご連絡ください。

※

日  時

乗船費

定  員

PICK UP NEWS
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第
1
0
6
回
定
時
代
議
員
会
が
、
3
月

26
日
午
後
1
時
か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

1
0
0
周
年
記
念
会
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
5
8
8
人
が
出
席
、
平
成
28
年
度

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

　

総
務
部
の
草
川
大
造
副
部
長
、
太
平
信
恵

部
員
の
司
会
で
定
刻
に
開
会
。
三
木
允
子
副

会
長
の
開
会
挨
拶
、
学
歌
斉
唱
の
後
、
物
故

校
友
・
大
学
関
係
者
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

来
賓
紹
介
の
あ
と
、
寺
内
俊
太
郎
校
友
会

長
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
挨
拶
、
寺

内
会
長
は
、
ま
ず
「
本
日
も
熱
い
思
い
を

持
っ
た
代
議
員
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
い
た

だ
い
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
た
だ
、

1
5
0
0
人
の
代
議
員
の
う
ち
、6
0
0

人
弱
の
出
席
で
あ
り
、
校
友
会
の
最
高
の

議
決
機
関
で
あ
る
代
議
員
会
の
任
務
に
鑑

み
る
と
残
念
で
な
ら
な
い
。
代
議
員
会
の

重
要
さ
を
改
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
創
立
1
3
0

周
年
記
念
事
業
の
大
要
を
紹
介
し
、
3
月

現
在
の
募
金
申
込
額
12
億
8
6
5
7
万
円

（
達
成
率
6
4
･
3
3
%
）
と
校
友
会
関
係

の
申
込
額
1
億
4
5
2
4
万
円
（
達
成
率

2
4
･
2
1
%
）
を
提
示
し
、「
多
い
か
少

な
い
か
は
皆
さ
ん
に
判
断
を
お
任
せ
す
る
」

と
投
げ
か
け
た
。

校友会の活動報告

第
1
0
6
回
定
時
代
議
員
会
開
く

平
成
28
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
案
を
承
認
、

創
立
1
3
0
周
年
記
念
校
友
総
会
は

10
月
16
日（
日
）に
開
催

　「おめでとうございます〜春の叙勲・褒章〜」は、次回第594号（7月
15日発行）にて掲載させていただきます。誠に申し訳ございませんが、
何卒ご了承いただきますよう、お願い申し上げます。

お詫びと
お断り

母校の大学院で
キャリアアップを目指しませんか！！
　千里山キャンパス及び東京センターで、各研
究科の進学説明会を開催。千里山キャンパスで
は教員による概要説明、修了生や在学生の体験
談紹介、大学院棟などの見学も行う予定です。
進学を検討中の方にとっては有意義な機会にな
るでしょう。
　大学を卒業以降、進学に大きな壁を感じてお
られる方にこそご参加いただき、不安や疑問を
解消してください。多くのご参加をお待ちして
おります。
関西大学入試センター大学院入試グループ
 ☎ 06-6368-0136

千里山キャンパス開催

6/11（土） 会計専門職大学院 13時〜14時55分

6/18（土） 臨床心理専門職大学院 13時〜15時15分

6/25（土）
合同進学説明会

（博士前期・後期、会計）
法科大学院

13時〜15時
13時〜15時40分

東京センター開催

5/28（土） 臨床心理専門職大学院 13時〜15時

6/18（土） 臨床心理専門職大学院
13時〜14時15分
※千里山キャンパス
との中継により実施。

6/25（土） 法科大学院
13時〜15時40分
※千里山キャンパス
との中継により実施。



続きは機関誌をご購読ください。
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大学・学生の活動報告

　

平
成
27
年
度
学
部
卒
業
式
が
、
3
月
19

日
に
千
里
山
中
央
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、

6
3
6
7
人
の
新
学
士
が
力
強
く
実
社
会

に
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。

　

式
辞
で
楠
見
学
長
か
ら
は
、『
私
た
ち
･

関
大
人
』
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
誇

り
の
大
切
さ
、
葦
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
関
西
大

学
の
校
章
は
知
性
の
力
強
さ
と
大
き
さ
を
象

徴
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
未
来
を
切
り
開

く
上
で
、
新
し
い
想
像
力
と
知
性
、
行
動
力

を
発
揮
し
て
欲
し
い
と
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
大
学
院
学
位
記
授
与
式
が
、

3
月
22
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
挙
行

さ
れ
た
。
楠
見
学
長
か
ら
5
3
5
人
に
修

士
学
位
記
、
78
人
に
専
門
職
の
学
位
記
、
21

人
に
博
士
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　

式
辞
で
楠
見
学
長
は
、
大
学
院
で
養
わ
れ

た
高
度
な
知
識
、
課
題
解
決
力
、
幅
広
い
教

養
、
創
造
力
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
考

と
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
激
励
し
た
。

平
成
27
年
度
学
部
卒
業
式
を
挙
行

6
3
6
7
人
の
新
学
士
が
実
社
会
へ

大
学
院
も
卒
業
式
を
挙
行

6
3
4
人
に
学
位
記
授
与

　

留
学
生
別
科
秋
学
期
修
了
式
が
、
3
月

11
日
に
南
千
里
国
際
プ
ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
た
。

　

国
際
部
長
の
前
田
裕
副
学
長
は
、
秋
学
期

修
了
生
71
人
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
授

与
し
、「
自
信
を
持
っ
て
新
し
い
人
生
を
切

り
拓
く
こ
と
。
国
境
、
言
葉
、
文
化
を
越
え

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
に
な
る
こ
と
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を

激
励
の
言
葉
と
し
て
贈
っ
た
。

留
学
生
別
科
秋
学
期
修
了
式

71
人
が
大
学
進
学
な
ど
へ

卒
業
式
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大学・学生の活動報告

　

桜
満
開
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
4
月

1
日
、
平
成
28
年
度
学
部
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
た
。

　

楠
見
晴
重
学
長
出
演
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ム
ー
ビ
ー
で
開
式
。
式
辞
で
楠
見
学
長
は
、

「
新
入
生
の
中
に
は
、
文
学
部
の
宮
原
知
子

さ
ん
の
よ
う
に
、
既
に
世
界
で
活
躍
し
て
い

る
人
や
、
ヨ
ッ
ト
競
技
で
リ
オ
五
輪
出
場
が

決
ま
っ
た
人
間
健
康
学
部
の
高
野
芹
奈
さ
ん

も
い
る
。
皆
さ
ん
も
『
き
ら
め
き
』
と
『
地

道
な
努
力
』、
ま
た
、
自
ら
考
え
て
動
く
、

す
な
わ
ち
『
考
動
』
す
る
関
大
人
と
し
て
、

幸
せ
な
4
年
間
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
た
。

　

平
成
28
年
度
大
学
院
入
学
式
が
、
4

月
2
日
午
前
10
時
か
ら
千
里
山
中
央
体

育
館
で
挙
行
さ
れ
、
博
士
課
程
前
期
課
程

5
5
4
人
、
博
士
課
程
後
期
課
程
61
人
、

専
門
職
学
位
課
程
1
1
1
人
の
7
2
6
人

が
入
学
し
た
。

　

楠
見
学
長
は
式
辞
で
、「
学
問
･
研
究
に

国
境
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
と
な
る
べ
く
、
真
摯
に
研
究
活
動
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。
ま
た
、
人
と
の
出
会
い

も
大
切
に
、
出
会
い
は
人
を
成
長
さ
せ
る
。

充
実
し
た
大
学
院
生
活
を
」
と
、
期
待
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

　

南
千
里
国
際
プ
ラ
ザ
で
4
月
2
日
、
平

成
28
年
度
春
学
期
留
学
生
別
科
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
台
湾
、
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
9
カ

国
･
地
域
か

ら
52
人
が
入

学
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向

か
っ
て
留
学
生

活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

6
8
8
0
人
の
新
関
大
生
が
誕
生

平
成
28
年
度
学
部
入
学
式
を
挙
行

大
学
院
も
入
学
式
を
挙
行

7
2
6
人
が
新
た
に
入
学

留
学
生
別
科
も
入
学
式

9
カ
国
･
地
域
か
ら
52
人

入
学
式
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大学・学生の活動報告

勝
ほ
か
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
て
お
り
、
期

待
の
若
手
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
4
月

か
ら
は
人
間
健
康
学
部
に
入
学
し
て
お
り
、

リ
オ
五
輪
に
は
関
大
生
と
し
て
出
場
す
る
。

　

3
月
14
～
20
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
デ
ブ
レ

ツ
ェ
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
女
子
シ
ン

グ
ル
。
同
大
会
で
、
日
本
女
子
の
優
勝
は
6

年
ぶ
り
7
人
目
の
快
挙
。

　

男
子
シ
ン
グ
ル
の
中
村
優
（
政
策
1
）
は
、

Ｓ
Ｐ
12
位
・
フ
リ
ー
13
位
で
総
合
12
位
。

　

3
月
28
日
～
4
月
3
日
に
ア
メ
リ
カ
・

ボ
ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
女
子
シ
ン
グ
ル
。

昨
年
銀
メ
ダ
ル
の
宮
原
知
子
は
、
昨
年
大
会

の
自
己
得
点
を
上
回
る
演
技
を
披
露
し
た

が
、
5
位
入
賞
に
止
ま
っ
た
。

　

第
24
回
関
西
大
学
体
育
振
興
大
島
鎌
吉
ス

ポ
ー
ツ
文
化
賞
授
与
式
と
体
育
会
覇
業
披
露

式
が
、
3
月
10
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
･

第
2
学
舎
B
I
G
ホ
ー
ル
1
0
0
で
開

催
さ
れ
た
。

　

本
学
体
育
会
に
つ
い
て
の
表
彰
基
準
は
、

過
去
1
年
以
内
に
全
日
本
大
会
で
優
勝
、
ま

た
は
国
際
大
会
で
3
位
ま
で
に
入
賞
し
た
団

体
及
び
個
人
。
楠
見
学
長
か
ら
表
彰
状
と
メ

ダ
ル
（
個
人
）・ブ
ロ
ン
ズ
（
団
体
）、副
賞
が
、

寺
内
校
友
会
長
か
ら
は
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、「
広
く
社
会
的
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化

に
貢
献
し
、
顕
著
な
実
績
を
残
し
た
団
体
･

個
人
」
部
門
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
メ

ン
タ
ル
コ
ー
チ
の
荒
木
香
織
氏
を
、
そ
の
実

績
と
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
科
学
的
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
重
要
性
を
社
会
に
知
ら
し
め
た
功
績

に
よ
り
表
彰
し
た
。

　

覇
業
披
露
式
で
は
、
全
国
大
会
2
～
3

位
の
7
団
体
、
同
個
人
17
人
、
関
西
及
び
西

日
本
大
会
優
勝
の
6
団
体
、
同
個
人
26
人

に
、楠
見
学
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

3
月
5
～
12
日
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
U
A
E
）
ア
ブ
ダ
ビ
で
行
わ
れ
た
セ
ー
リ
ン

グ
A
S
A
F
2
0
1
6
年
ア
ジ
ア
選
手
権

大
会
。
高
野
芹
奈
が
宮
川
恵
子
選
手
（
和
歌

山
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
と
ペ
ア
で
出
場
。

49
e
r
F
X
級
で
見
事
優
勝
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。

　

高 

野
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
て
3
年
だ

が
、
昨
年
5
月
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
優
勝
、
7
月
の
4
2
0
級
世
界

選
手
権
（
女
子
）
第
3
位
･
ジ
ュ
ニ
ア
優

高
野
芹
奈（
第
一
高
等
学
校
3
年
生
か
ら

人
1
へ
）が
リ
オ
五
輪
出
場

セ
ー
リ
ン
グ
49
e
r
F
X
級

　

野
球
部
は
、
毎
年
3
月
上
旬
の
約
10
日

間
、
高
知
県
･
安
芸
市
営
球
場
（
安
芸
タ

イ
ガ
ー
ス
球
場
）
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
て
お
り
、
今
年
3
月
1
日
か
ら
の
キ
ャ

ン
プ
で
50
周
年
を
迎
え
た
。

　

こ
の
度
、
昨
年
の
創
部
1
0
0
周
年
と

安
芸
キ
ャ
ン
プ
50
周
年
を
記
念
し
、
市
の
協

力
を
得
て
記
念
碑
を
建
立
。
3
月
6
日
に

横
山
市
長
は
じ
め
市
関
係
者
、
楠
見
学
長
ほ

か
大
学
関
係
者
、
早
瀬
監
督
、
部
員
、
O
B

な
ど
が
出
席
し
て
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　

同
球
場
で
は
完
成
し
た
1
9
6
5
（
昭

和
40
）
年
か
ら
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
キ
ャ
ン

プ
を
張
っ
て
い
る
が
、
野
球
部
も
同
年
か
ら

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。
剛
速
球
で
名
を
馳

せ
た
山
口
高
志 

氏
（
元
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
・

現
野
球
部
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
）
や

岩
田
稔
投
手
（
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
）
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
1
千
人
を
超
え
る
野
球
部

員
が
切
磋
琢
磨
し
た
思
い
出
の
地
と
な
っ
て

い
る
。

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ギ
ュ
ア
選
手
権
で

中
等
部
2
年（
現
3
年
）の
本
田
真
凜
が

初
出
場
、
初
優
勝

世
界
選
手
権
女
子
シ
ン
グ
ル

宮
原
知
子（
高
等
部
3
年
か
ら
文
1
へ
）は

5
位
に
入
賞

野
球
部
が
安
芸
市
営
球
場
に
記
念
碑
建
立

創
部
1
0
0
周
年
と
キ
ャ
ン
プ
50
周
年
で

第
24
回
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
文
化
賞
を
授
与

国
内
・
世
界
で
活
躍
し
た

学
内
外
の
個
人
・
団
体
に

●
第
13
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

女
子
形
の
部
優
勝
の
清
水
希
容
（
文
4
）
な

ど
国
際
大
会
で
活
躍
し
た
3
人

●
第
88
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
女

子
シ
ン
グ
ル
A
ク
ラ
ス
優
勝
の
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
部

●
第
60
回
全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会
女
子

の
部
優
勝
の
拳
法
部
な
ど
4
団
体

●
第
28
回
全
日
本
女
子
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会
10
ｍ
立
射
40
発
競
技
優
勝
の
奥
村

美
夏
（
経
1
）

●
第
12
回
全
日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
抜
大
会
女
子
75
㎏
級
優
勝
の
今
永
桃
子

（
人
4
）
ら
個
人
10
人



校友の皆さまへ
この記念すべきコンサートを、ぜひご観賞ください

※当日座席指定となります　
※未就学児のご入場はお断りしています　※チケットの販売方法等は、関西大学創立 130周
年記念事業特設サイト（http://www.kansai-u.ac.jp/ku130/concert）にてお知らせします。

「2013 年 4月 18 日フェスティバルホールこけら落とし公
演 ( フェニーチェ歌劇場特別コンサート )  © 森口ミツル

大阪とオーストリア・グラーツを
結ぶ文化交流の実現
「豊臣期大坂図屏風」をテーマに、新曲を世界
初披露

ひとつの屏風が、ひとつの屏風が、
日本とオーストリアの日本とオーストリアの
歴史と音楽をつなぐ歴史と音楽をつなぐ

関西大学生とプロの共演　
グラーツフェスティバルストリングス
関西大学交響楽団
関西大学グリークラブ
関西大学混声合唱団ひびき

ポイント 1

ポイント2

　　  5,000 円　　　　　　　 3,000 円　　　　　　　 1,000 円一般 校友・父母席 学生・生徒

「豊臣期大坂図屏風」
コンサート開催のお知らせ

フェスティバルホール

関西大学創立 130 周年記念事業

開演
（17:30開場）2016.8.9 ( 火 ) 18:30

日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
国
公
演

フェスティバルホール

関西大学交響楽団

関西大学グリークラブ

関西大学混声合唱団ひびき

日本
公演



　卒業から、44年。30歳から謡を始め、50歳から仕舞の稽古をしています。当初、
妻から「なんで今から、旦那芸を？」と批判されましたが、今では一番の理解者で、
昨年の女子秀麗会の能楽鑑賞会には一緒に山本能楽堂へ行っています。今秋の創
立130周年記念式典特別公演では、山本章弘校友の能楽を楽しみにしています。
　私は関大も能楽も愛しています。

　カラー・キャリア・速読コンサルタントとして、奈良にカラースクールA+STYLE
（エースタイル）を開業して13年になります。大学で“色”を使った就職支援講義もし
ています。生駒支部では幹事をさせて頂いており、各支部の総会などで講演のご依
頼を頂くなど、お仕事のご縁も広がっています。

校友の皆さんに是非お聞きしてみたいテーマと、
それに対してのご意見やお考えをいただき、掲載してまいります。

幅広い世代の皆さまからお声をいただきたい！ と思っております＾^ 。

佐久間 信（昭和54年 社会学部卒業／広島県在住）

味村 祐作（平成21年 法学部卒業／インドネシア デポック在住）

中尾 達夫（昭和47年 法学部卒業／大阪府在住）

林 由恵（平成8年 文学部卒業／奈良県在住）

　機関誌にどのような目的を設けるか、によってその内容は変わってくるが、目的の
一つとして全国の校友に参加して頂くというのはどうだろうか。即ち、リレー紹介で
ある。A支部のBさんからC支部のDさんを紹介、コメントを掲載、そして次は、と、
全国の校友が機関誌に参加できるようなコーナーがあれば面白いと思う。
　1,000名リレーとか銘打って、絶やさずにどこまでいけるか……。

　卒業から7年、インドネシアの地で、再び大学生をしております。卒業後、法科大
学院及び司法研修所を経て、弁護士の職に就きました。弁護士として2年半ほど働
いた後、機会があって、現在はインドネシア大学法学部に留学し、インドネシア法
を勉強しております。

機関誌『關大』を面白くしたい！ あなたの、ヒトコト。

卒業から○○年。あなたの近況を、ヒトコト。
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　泰国千里会は2年前まで30名程でしたが、現在は66名になりました。日系企業
のタイ進出増加に伴い、若手会員の口コミやタイの日本人向け雑誌への掲載でさら
に倍増して行きました。最近では泰国女子千里会も立ち上がり、その盛り上がりは
増しております。

支部を盛り上げるために！ あなたの、ヒトコト。

新卒業生にエールを、ヒトコト。

掲載にあたり、いただいた原文を尊重しておりますが、部分的に加筆・修正をほどこしている場合がございます。何卒ご了承ください

引き続き、いろいろなテーマで皆さんの “ヒトコトと写真 ”を募集いたします。
お気軽にお声をお寄せいただければ嬉しいです。
校友会WebサイトやFacebookページでもお知らせいたします。
ご応募はkoyukai@ml.kandai.jpまで。

お知らせとお願い

坂東 隆史（平成15年 法学部卒業／タイ バンコク在住）

長田 満（昭和56年 経済学部卒業／アメリカ ロサンゼルス在住）

花岡 達也（平成25年 法学部卒業／愛知県在住）

大下（旧姓 藤原）祐子（平成13年 文学部卒業／アメリカ ロサンゼルス在住)

　当地ロサンゼルスだけでも、たくさんの日本人が起業して活躍されています。全
米ないし世界規模で言うとすごい数になるかもしれません。全米一の蘭の栽培家、
全米一のラジコンメーカー、ブラジルのバナナ王等。一度しかない人生、是非海外
も働く場として視野に入れて欲しいと願っています。

　新卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。関大から旅立たれても、全国に
関大の先輩は沢山います。私も名古屋で先輩方のおかげで楽しくやっていますよ！ 
卒業して、不安もあるとは思いますが、是非校友会に参加して頼れる先輩と仲良く
なってください。フレーフレー卒業生！

　新卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。私は現在、アメリカで大学院
を卒業後、天職を得て、家族3人で充実した毎日を暮らしています。しかし、私がア
メリカに永住した当初（15年前）、日本では、女性が生涯希望の仕事を続け、且つ
家族を築くことは絶望的な状態でした。
　新卒業生の皆さんには、女性が誇りを持ち、家庭と職業を両立できる社会を是
非とも作っていただきたいと思います。特に女性の卒業生の皆さん、将来の夢を決
して諦めないでください。そして、夢を諦める前に、この広い世界を見据えて下さい。
もしかしたら、異国にあなたの永住の地が、待ち受けているかもしれません。
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泰
国
千
里
会（
角
田
勇
会
長
）は
、

現
在
の
会
員
数
が
69
人
と
な
り
、
世

界
屈
指
の
賑
や
か
な
海
外
支
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ
ま
の

日
頃
か
ら
の
ご
協
力
の
お
陰
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
の
本
会
の
主
な
活
動
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

泰
国
千
里
会
創
設
以
来
、
初
の

女
子
千
里
会
が
2
月
28
日
に
大
連

飯
店
プ
ロ
ン
ポ
ン
（
ス

ク
ン
ビ
ッ
ト
33
/
1
）
で

開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
三
輪
さ
ん（
政

01
）
の
帰
任
、
東
峰
さ

ん
（
工
01
）
の
中
国
転

勤
で
、
一
時
は
女
子
会

員
ゼ
ロ
に
。
存
続
の
危

機
も
囁
か
れ
る
中
、
会

員
か
ら
の
紹
介
や
タ
イ

の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に

活
動
を
掲
載
し
、
徐
々

に
集
ま
っ
て
頂
け
た
。

　

当
日
は
、
も
う
1
人

参
加
予
定
で
あ
っ
た
が
、

眞
田
さ
ん
、
得
丸
さ
ん
、

矢
野
さ
ん
3
人
で
中
華

料
理
店
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
内
容

に
つ
い
て
は
世
話
人
の
坂
東
で
す
ら

全
く
知
ら
ず
…
…
。
で
す
が
、
関
大

女
子
ら
し
く
ワ
イ
ワ
イ
お
喋
り
3

時
間
コ
ー
ス
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
な

よ
う
だ
。

　

次
回
は
5
月
に
迎
え
る
鬼
丸
弁

護
士
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ

ン
バ
ー
も
加
え
、
総
勢
6
人
で
の

大
盛
況
女
子
会
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
ま
だ
ま
だ
男
女
共
に
会
員

募
集
を
し
て
い
る
の
で
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
今
後
の
紹
介
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
す
る
。

連絡先：坂東隆史　bando@nittsushoji.co.th

海外支部だより
Overseas Branch

4 月初旬時点でのお便りを掲載しております    支部名の五十音順に掲載しております
校友会 Web サイトにて随時更新しておりますので、そちらもご覧ください

初
の
女
子
千
里
会
開
催

存
続
の
危
機
乗
り
越
え
集
う

泰
国
千
里
会

2/28
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在
泰
合
計
10
年
超
、
泰
国
千
里
会

の
お
笑
い
、
飲
み
会
、
ゴ
ル
フ
で
も

会
員
の
皆
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
竹

花
さ
ん
（
工
84
）
が
、
つ
い
に
日
本

に
帰
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
3

月
17
日
、
バ
ン
コ
ク
で
一
番
お
好
み

焼
き
が
美
味
い
と
言
わ
れ
る「
楽
空
」

（
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
33
）
で
送
別
会
を

開
催
し
た
。

　

世
話
人
か
ら
の
急
な
呼
び
か
け
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
日
初
参
加
の
鳩

海 外支部だより

　

昨
年
3
月
の
発
足
か
ら
ち
ょ
う
ど

1
年
。
青
島
関
大
会
（
平
井
利
武

会
長
）
は
、
第
6
回
例
会
を
開
催
し

た
。
久
々
に
快
晴
の
週
末
と
な
っ

た
3
月
19
日
の
土
曜
、
会
と
し
て
は

初
め
て
中
国
料
理
の
店
で
、
し
か
も

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

昼
間
の
酒
が
よ
く
効
く
の
は
ま
さ

に
定
説
で
あ
り
、
じ
っ
く
り
3
時

間
、
腰
を
据
え
て
飲
み
食
い
語
ら
っ

た
後
、
店
か
ら
出
た
時
の
午
後
の

穏
や
か
な
日
差
し
を
、
や
た
ら
ま

ぶ
し
く
感
じ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ

う
か
?
当
日
が
出
勤
日
で
あ
っ
た

た
め
、
同
僚
に
は
「
ち
ょ
っ
と
昼

飯
に
…
」
と
だ
け
言
っ
て
参
加
し

て
下
さ
っ
た
T

さ
ん
、
会
社
に

戻
っ
て
仕
事
が

出
来
た
の
か
心

配
だ
。

　

次
回
は
5
月
、

今
回
参
加
が
叶

わ
な
か
っ
た
会

員
に
も
、
是
非

参
加
頂
き
盛
大

に
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

川
さ
ん
（
哲
90
）、
丸
山
さ
ん
（
商
00
）

を
は
じ
め
13
人
と
い
う
た
く
さ
ん
の

会
員
が
集
ま
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　

竹
花
さ
ん
は
、
先
輩
方
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、
後
輩
か
ら
も
公
私
共
に

尊
敬
さ
れ
る
方
で
あ
り
、
最
後
の
最

後
ま
で
当
会
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
当

会
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
徹
し
て
く

だ
さ
っ
た
。

　

日
本
で
は
大
阪
に
帰
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
、「
泰
国
千
里
会
大
阪
支
部

を
立
ち
上
げ
て
お
く
」
と
角
田
会
長

と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
熱
い
言

葉
を
残
し
、
当
日
も
う
1
件
入
っ

て
い
た
ご
本
人
の
送
別
会
に
去
ら
れ

た
。
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
名
残
惜
し

か
っ
た
が
、
余

韻
に
浸
り
な
が

ら
2
次
会
へ

と
移
動
し
た
の

だ
っ
た
。

会
の
リ
ー
ド
役 

竹
花
氏

日
本
帰
任
で
送
別
会
を
開
催

発
足
か
ら
1
周
年
の
例
会

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
初
開
催

連絡先：坂東隆史　bando@nittsushoji.co.th

連絡先：奥憲明　noriaki8303@yahoo.co.jp

泰
国
千
里
会

3/17

青
島
関
大
会

3/19

　

北
京
関
大
会
（
三
村
孝
仁
会
長
）

は
、
2
月
28
日
に
第
7
回
懇
親
会
を

開
催
し
た
。

　

春
節
（
中
国
の
正
月
）
明
け
最
初

三
村
会
長
ら
3
人
の
送
別
会
兼

ね
て
新
年
会

新
会
長
に
松
井
美
幸
氏
を
満
場

一
致
で
選
出

北
京
関
大
会

2/28
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瑪
雷
西
亜
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
千
里

会
（
海
道
哲
芳
会
長
）
は
、
3
月
18

日
に
ソ
ラ
リ
ス
の
「
豚
小
屋
」
で
送

別
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

か
ね
て
よ
り
異
動
予
定
で
あ
っ
た

長
谷
川
さ
ん
、
播
木
さ
ん
、
さ
ら
に

は
急
き
ょ
帰
国
決
定
さ
れ
た
木
村
さ

ん
と
、
一
気
に
3
人
の
方
が
お
ら
れ

な
く
な
る
の
は
寂
し
い
限
り
で
す

が
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア

へ
お
越
し
の
際
は
お
声
か
け
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
で

す
が
、
5
月
15
日
（
日
）
3
校
対
抗

戦
、
6
月
19
日
（
日
）

イ
ン
カ
レ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
い
ず
れ
も
テ
ン

プ
ラ
ー
パ
ー
ク
・
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
、
播
木

さ
ん
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
マ
レ
ー
シ
ア
に

戻
っ
て
い
れ
ば
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ほ

か
会
員
の
方
多
数
の
ご

参
加
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

J
K
T
千
里
会
（
神
澤
哲
也
会

長
）
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
中
の
経
済
学
部

3
回
生
、
北
田
瞳
さ
ん
と
小
林
史
帆

海 外支部だより

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生

O
B
訪
問
や
交
流
会
で
支
援

J
K
T
千
里
会

3
人
が
離
任
で
送
別
会
開
催

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
祈
る

連絡先：海道哲芳　kaido.akiyoshi@sojitz.com

の
懇
親
会
と
な
っ
た
が
、
折
し
も
北

京
の
日
系
企
業
の
年
度
末
の
時
期
に

当
た
り
、「
帰
任
」
と
言
う
信
号
に

灯
が
と
も
る
メ
ン
バ
ー
が
あ
り
、
新

年
会
と
送
別
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
に

な
っ
た
。

　

今
回
帰
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

が
、
三
村
会
長
、
宇
治
田
亮
さ
ん
、

二
越
正
史
さ
ん
の
3
人
。
三
村
会
長

は
、
2
0
1
4
年
北
京
関
大
会
発

足
時
の
発
起
人
で
、
三
村
会
長
の
行

動
が
な
け
れ
ば
北
京
に
関
大
会
は
な

か
っ
た
ほ
ど
、
本
会
に
と
っ
て
は
重

要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
独
特
の
歯

に
衣
着
せ
ぬ
コ
メ
ン
ト
が
非
常
に
切

れ
よ
く
、
よ
き
親
分
的
な
存
在
で
あ

る
。
北
京
在
住
歴
も
長
く
、
ま
た
、

北
京
の
日
系
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し
て

君
臨
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
と
経
験
は
、

ま
さ
に
北
京
関
大
会
の
知
恵
袋
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

名
残
惜
し
い
け
れ
ど
も
、
帰
国
さ

れ
る
3
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
、
北
京
と
い
う
異

国
の
地
で
、
母
校
関
西
大
学
と
い
う

学
縁
で
培
っ
た
母
校
愛
と
メ
ン
バ
ー

同
士
で
語
り
合
っ
た
事
を
時
々
思
い

出
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
当
日
、
松
井
美
幸
さ
ん
が
新

会
長
と
な
る
こ
と
が
満
場
一
致
で
決

ま
っ
た
。
今
後
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー

を
発
掘
し
、
今
ま
で
以
上
に
北
京

関
大
会
を
発
展

さ
せ
有
意
義
な

も
の
に
し
た
い

と
、
改
め
て
メ

ン
バ
ー
一
同
感

じ
た
懇
親
会
と

な
っ
た
。

　

最
後
に
、
今

回
帰
任
と
な
る

3
人
の
メ
ン

バ
ー
の
日
本
で

の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
お
祈
り

し
た
い
。

連絡先：稲波宏純　kandaibeijing@yahoo.co.jp

瑪
雷
西
亜
千
里
会
3/18

3/4



 33   Be Proud ! All  KANDAI   

連絡先：東口和文　higashiguchi.kazufumi@yahoo.co.jp

連絡先：黒田和孝　yaping.office.id@gmail.com

　
「
華
南･

香
港
ゴ
ル
フ
関
関
戦
」

第
2
回
コ
ン
ペ
を
、
3
月
27
日
に
広

州
市
の
南
沙
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催

し
た
。
広
東
関
大
会･

香
港
千
里
会

の
有
志
と
関
学
同
窓
会
香
港
支
部･

広
州
支
部
有
志
が
集
ま
り
、
両
校
6

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
関
大

生
と
し
て
の
誇
り
、
団
結
力
、
と
て

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
! 

皆
さ

ま
、
非
常
に
優
し
く
接
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
悔
い
な
く
残

り
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
生
活
と
就
職
活
動

を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

近
い
将
来
、
関
大
の
学
歌
が
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
地
に
響
き
わ
た
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。（
小
林
、
北
田
）

さ
ん
に
、
現
地
企
業
で
活
躍
し
て
い

る
O
B
訪
問
や
千
里
会
会
員
と
の

交
流
会
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

O
B
訪
問
や
、
特
に
交
流
会
で

は
、
関
大
親
父
パ
ワ
ー

が
炸
裂
、
こ
の
南
半
球

の
こ
の
地
で
、
頑
張
っ

て
い
る
先
輩
の
背
中
を

見
て
、
2
人
は
た
く
ま

し
く
な
っ
て
く
れ
た
か

と
思
い
ま
す
。

　

3
月
4
日
の
交
流
会

に
対
し
て
、お
礼
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
し
た
。

出
席
の
皆
さ
ん
、
対
応

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 　

昨
日
は
、
温
か
く
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て

人
ず
つ
の
計
12
人
が
さ
わ
や
か
な
晴

天
の
も
と
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

競
技
方
法
は
、
各
校
上
位
4
人
の

ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
の
合
計
で
雌
雄
を

決
す
る
が
、
前
回
、
1
〜
3
位
ま

で
を
関
学
に
独
占
さ
れ

惜
敗
し
た
関
大
は
、
新

調
し
た
揃
い
の
戦
闘
服

に
身
を
包
み
、
ド
ラ
コ

ン
、
ニ
ヤ
ピ
ン
も
そ
れ

ぞ
れ
分
け
合
う
な
ど
各

ホ
ー
ル
で
健
闘
。
結
果
、

1
位
関
学
、
2
位
関
大
、

3
位
関
学
、
4･

5
位

関
大
、
6･

7
位
関
学
、

8
位
関
大
と
大
接
戦
と

な
っ
た
も
の
の
僅
差
で

敗
れ
、
連
敗
を
喫
し
て

し
ま
っ
た
。

　

次
回
は
、
6
月
4
日

（
土
）・
5
日
（
日
）
で

開
催
予
定
で
す
。
必
勝
の
精
神
で
臨

み
、
少
な
く
と
も
数
で
は
関
学
を
圧

倒
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

母
校
の
名
誉
の
た
め
会
員
各
位
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
学
生
か
ら
の
メ
ー
ル
〉

華
南･

香
港
ゴ
ル
フ
関
関
戦

第
2
回
も
僅
差
で
連
敗
喫
す

広
東
関
大
会･

香
港
千
里
会

3/27
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2
月
20
日
、
東
京
支
部
（
堺
精

一
支
部
長
）
新
春
総
会
が
、
関
西
大

学
東
京
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
1
部
総
会
で
は
、
来
賓
を

代
表
し
て
寺
内
会
長
か
ら
創
立

1
3
0
周
年
記
念
事
業
等
の
披
露
。

続
い
て
竹
内
東
京
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

年
間
9
2
0
0
人
の
来
訪
が
あ
る

東
京
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
披

露
い
た
だ
い
た
。

　

28
年
度
活
動
計
画
で
は
①
若
手

情
報
交
換
会
、
②
皇
居
散
策
、
③

手
ぶ
ら
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
④
ゴ

ル
フ
会
、
⑤
屋
形
船
で
も
ん
じ
ゃ

焼
き
、
⑥
ビ
ー
ル
工
場
見
学
、
⑦

オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
交
流
を
深
め
る
企
画
が
組
ま
れ
て

お
り
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

特
別
講
演
に
は
、
立
正
大
学
心
理

学
部
教
授
西
田
公
昭
氏
（
平
1
D

社
）
を
お
招
き
し
、
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
の
心
の
持
ち
方
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
2
部
懇
親
会
は
、
支
部
活
動

に
永
年
貢
献
さ
れ
た
高
橋
龍
雄
顧
問

（
27
法
）
に
米
寿
お
祝
の
花
束
が
贈

呈
さ
れ
た
。
昭
和
27
年
卒
か
ら
平
成

25
年
卒
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
校
友

約
70
人
が
賑
や
か
な
時
を
過
ご
し
、

学
縁
を
深
め
た
。

　

神
奈
川
支
部（
畑
修
支
部
長
）は
、

2
月
27
日
に
J
R
横
浜
駅
直
近
の

崎
陽
軒
本
店
で
28
年
度
支
部
総
会
並

び
に
講
演
会
、懇
親
会
を
開
催
し
た
。

本
部
か
ら
寺
内
会
長
ら
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
ま
た
校
友
で
あ
る
山
本

朋
広
衆
議
院
議
員
の
出
席
も
あ
り
、

12
人
の
初
参
加
を
含
む
総
勢
67
人
が

参
集
し
盛
会
と
な
っ
た
。

　

校
友
の
土
生
田
（
は
ぶ
た
）
純

之
専
修
大
学
教
授
に
よ
る
講
演
で

は
「
卑
弥
呼
の
鏡
」
と
題
し
、
邪
馬

台
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
魏
の
帝
か
ら

各地支部だより
北から南から

授
か
っ
た
「
銅
鏡
百
枚
」
を
巡
る
論

争
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
い
た
だ
い

た
。
講
演
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
、

関
心
を
高
め
た
受
講
者
か
ら
質
問
が

殺
到
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
横
浜
名
物
「
シ
ウ

マ
イ
」
を
は
じ
め
崎
陽
軒
の
名
物
料

理
が
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、

空
腹
気
味
の
校
友
を
喜
ば
せ
た
。
く

じ
引
き
抽
選
会
で
は
運
、
不
運
が
入

り
混
じ
っ
た
が
、
谷
口
支
部
最
高
顧

問
の
中
締
め
挨
拶
と
逍
遥
歌
合
唱
で

最
高
潮
を
迎
え
、お
開
き
と
な
っ
た
。

　

岐
阜
千
里
会
（
松
村
公
夫
会
長
）

は
、
2
月
27
・
28
日
開
催
の
「
第

母
校
に
思
い
を
馳
せ
、
幅
広
い

世
代
の
校
友
が
学
縁
を
深
め
る

連絡先：関西大学東京センター気付　
　　　　☎ 03-3211-1670

連絡先：畑　修 ☎ 0467-54-0331

東
京
支
部

寺
内
校
友
会
長
が
初
出
席

12
人
の
初
参
加
者
紹
介
も
!

第
13
回
策
伝
大
賞
の
会
場
で

母
校
の
『
落
語
大
学
』
応
援

4 月初旬時点でのお便りを掲載しております 　お便りは、北から順番に（北海道方面から九州方面にかけて）掲載しております
同一都道府県において複数の支部を掲載する際には、支部名の五十音順に掲載しております

校友会 Webサイトにて随時更新しておりますので、そちらもご覧ください

2/20

神
奈
川
支
部

2/27

岐
阜
千
里
会

2/27・28
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大
阪
市
内
支
部
連
合
会
（
田
中
義

信
会
長
）
は
、
2
月
16
日
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
1
6
0

余
人
の
出
席
を
得
て
、
第
9
回
総

会
を
開
催
し
た
。

　

第
1
部
総
会
は
、
田
中
会
長
が
、

本
学
1
3
0
周
年
の
今
年
と
市
内
支

部
連
合
会
も
来
年
10
周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
熱
く
語
り
、
校
友
が
一
致
し

て
歩
む
こ
と
の
意
義
を
強
調
さ
れ
た
。

　

第
2
部
講
演
会
は
、
関
西
大
学

非
常
勤
講
師
・
大
阪
産
業
創
造
館

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山
野
千
枝

先
生
が
、「
ガ
チ
ン
コ
後
継
者
ゼ
ミ

に
見
る
N
I
P
P
O
N
の
事
業
承

継
の
今
」
と
題
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企

業
の
後
継
者
不
在
問
題
を
中
心
に
語

ら
れ
た
。

　

第
3
部
懇
親
会
は
、
田
中
会
長

と
チ
ア
ガ
ー
ル
・
ク
レ
ア
ー
ズ
の
皆

　

3
月
17
日
、
ふ
う
ふ
屋
で
27
年

度
最
終（
第
6
回
）の
鶴
見
支
部（
迫

匡
支
部
長
）定
例
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　

28
年
度
上
期
の
支
部
行
事
に
つ
い

て
、
7
月
9
日（
土
）
に
鶴
見
・
都

島
・
旭
3
支
部
合
同
懇
親
会
や
第

13
回
全
日
本
学
生
落
語
選
手
権
・
策

伝
（
さ
く
で
ん
）
大
賞
」
に
出
場
し

た
、
母
校
関
大
の
「
落
語
大
学
」
の

学
生
を
応
援
し
た
。

　

策
伝
大
賞
は
、
落
語
の
祖
と
呼
ば

れ
る
安
楽
庵
策
伝
上
人
が
岐
阜
市
の

生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
校
友
で

あ
る
六
代
目
桂
文
枝
師
匠
が
提
案
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。
実

行
委
員
会
の
会
長
に
は
、
校
友
の
中

村
正
先
輩
（
49
商
）
が
就
任
し
て
お

ら
れ
る
。

　

予
選
会
に
は
、
全
国
44
大
学
・
大

学
院
か
ら
計
2
3
4
人
の
学
生
が

集
ま
り
、
関
大
か
ら
も
11
人
が
参
加

し
た
。
過
去
に
4
度
の
優
勝
（
策

伝
大
賞
）
を
飾
る
母
校
は
、
今
回
は

残
念
な
が
ら
決
勝
に
は
進
め
な
か
っ

た
が
、
来
年
こ
そ
は
雪
辱
を
晴
ら
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

中
村
会
長
の
激
励
と
文
枝
師
匠
へ

の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
際
、
文
枝
師

匠
は
楽
屋
に
温
か
く
迎
え
て
く
れ
て

く
だ
さ
っ
た
。
桂
文
枝
先
輩
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
! 

実
行
委

員
長
の
中
村
先
輩
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

北から南から

さ
ん
が
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て

の
和
や
か
な
記
念
撮
影
。
応
援
団

O
B
長
柄
会
・
高
一
弘
会
長
の
逍

遙
歌
で
最
高
潮
を
迎
え
、
最
後
は
西

村
輝
和
副
会
長
か
ら
大
阪
締
め
と
閉

会
の
辞
が
あ
り
、
無
事
終
了
し
た
。

　

2
月
19
日
、
大
阪
市
中
央
区
道

修
町
の「
楽
家
」
で
大
阪
中
央
支
部

（
北
野
克
己
支
部
長
）の
若
手
会
新
年

会
が
開
催
さ
れ
、
初
参
加
者
2
人

を
含
め
て
総
勢
12
人
が
出
席
し
た
。

　

上
野
和
雄
財
務
部
長
の
司
会
で
進

行
さ
れ
、
北
野
克
己
支
部
長
の
乾
杯

の
発
声
で
始
ま
っ
た
。
自
己
紹
介
や

近
況
報
告
を
行
い
な
が
ら
、
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
交
流

を
深
め
た
。

　

そ
の
後
、集
合
写
真
を
撮
影
し
て
、

閉
会
し
た
。

　

当
支
部
の
若
手
会
は
、
平
成
元
年

以
降
卒
業
の
校
友
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
も
初
参
加
の
人
が
参
加

し
て
く
れ
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

連絡先：田中義信法律事務所  ☎ 06-6316-0348

連絡先：北野商店気付  ☎ 06-6253-0861

連絡先：松村工業　疋田 ☎ 058-271-3912

1
6
0
余
人
が
集
い
盛
大
に

第
9
回
総
会
開
く

山
野
先
生
が
家
族
企
業
の

後
継
者
問
題
で
講
演

3
支
部
合
同
懇
親
会
な
ど

活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い

平
成
年
代
卒
の
会
員
で
構
成

12
人
参
加
し
若
手
会
新
年
会

大
阪
市
内
支
部

連
合
会

2 /16

大
阪
中
央
支
部

2 /19

鶴
見
支
部

3 /17
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東
淀
川
支
部（
田
中
正
紀
支
部
長
）

の
新
年
会
が
、
1
月
22
日
に
か
ご

の
屋
上
新
庄
店
で
23
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
活
動
報
告
と
今
後
の
活
動

予
定
案
内
、
当
支
部
顧
問
の
寺
内
校

友
会
長
の
挨
拶
、
三
木
相
談
役
に
よ

る
乾
杯
発
声
の
後
、
い
よ
い
よ
宴
会

の
ス
タ
ー
ト
。

　

途
中
、
各
自
か
ら
近
況
報
告
も
あ

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
進
む
に
つ
れ
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
声
も
…
…
。

　

二
次
会
は
と
よ
み
つ（
豊
島
副
支

部
長
）で
夜
が
更
け
る
ま
で
楽
し

ん
だ
。

　

八
尾
支
部
（
中
尾
達
夫
支
部
長
）

は
、
3
月
27
日
に
八
尾
市
市
民
活

動
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
、
正
副
支
部
長
と
会
計
監
事
に
よ

る
役
員
会
を
開
催
、7
月
3
日（
日
）

の
支
部
総
会
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
27
年
度
決
算
と
事
業

報
告
、
28
年
度
予
算
案
と
事
業
計
画

の
原
案
作
成
の
方
針
を
協
議
し
、
今

年
は
、
関
西
大
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
四
国
に
参
加
支
援
の
事
業
計
画
及

び
予
算
の
設
定
に
重
点
を
置
く
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
で
は
講
演
会
に
変
え

て
、
楽
し
い
音
楽
シ
ョ
ー
を
し
て
は

ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
関
係
方

面
と
折
衝
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
役
員
改
選
の
年
に
当

た
り
各
役
員
の
支
部
活
動
に
お
け
る

役
割
分
担
の
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

少
し
肌
寒
さ
が
残
る
3
月
13
日
、

前
回
に
続
き
芦
屋
か
ら
離
れ
た
武

庫
之
荘
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店
I
L 

V
I
G
O
R
E
で
第
14
回
芦
屋
支

部
女
子
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

支
部
の
有
志
か
ら
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
料
理
を
楽
し
み
つ
つ
、
今
回

は
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
藤
原
綾
子
さ

ん
（
平
14
法
）
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
紹
介
・
近
況
と
共
に
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
5
年
が
経
つ
と
い

う
こ
と
で
、
取
り
組
ん
で
い
る
「
防

災
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

会
社
全
体
で
、
災
害
等
の
リ
ス
ク

が
発
生
し
た
時
に
早
く
事
業
活
動

を
再
開
す
る
た
め
に
計
画
を
し
て

お
く
と
い
う
B
C
P
（Business 

Continuity Plan

：
事
業
継
続
計

画
）
と
い
う
取
り
組
み
を
し
、
そ
の

担
当
を
し
て
い
る
岡
島
美
佳
さ
ん
の

お
話
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
皆
が
阪
神
淡
路
大
震
災
を

41
回
大
阪
鶴
見
区
民
祭
り（
9
月
中

旬
に
鶴
見
緑
地
で
開
催
）へ
の
参
加

並
び
に
支
援
の
お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

第
41
回
大
阪
鶴
見
区
民
祭
り
で

は
、
そ
の
時
に
は
テ
ン
ト
1
張
に

て
、
関
大
の
幟
、
鶴
見
支
部
旗
を
揚

げ
、
支
部
活
動
中
の
写
真
等
の
掲

示
、
古
本
等
の
配
布
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
た
募
金
箱
を
置
き
、
最
近

オ
ー
プ
ン
し
た
子
供
ホ
ス
ピ
ス
へ
の

寄
付
に
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

　

支
部
恒
例
の
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
は
、
ビ
ン
ゴ
し
た
人
に
谷
口

さ
ん（
唯
一
の
女
性
）か
ら
出
す
、
な

ぞ
な
ぞ
ク
イ
ズ
が
な
か
な
か
難
し
く
、

ヒ
ン
ト
の
助
け
舟
で
何
と
か
回
答
で

き
、
一
同
素
晴
ら
し
い
景
品
を
ゲ
ッ

ト
で
き
、
に
っ
こ
り
。
和
気
合
い
あ

い
と
宴
が
進
み
、
次
回
で
の
再
会
を

約
束
し
て
楽
し
く
散
会
と
な
っ
た
。

北から南から

7
月
3
日
の
総
会
に
向
け

役
員
会
開
催
し
ス
タ
ー
ト

防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い

備
蓄
食
料
に
女
性
目
線
も

23
人
参
加
し
て
新
年
会
開
催

夜
更
け
ま
で
二
次
会
楽
し
む

連絡先：迫 匡 ☎ 090-5017-8420

連絡先：中尾達夫 ☎ 072-998-3526

連絡先：田中正紀 ☎ 06-6328-4162

東
淀
川
支
部

1/22

八
尾
支
部

3/27

芦
屋
支
部

3/13
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宝
塚
支
部
（
門
田
安
正
支
部
長
）

主
催
の
第
6
回
葦
水
寄
席
が
、
2

月
11
日
に
宝
塚
商
工
会
議
所
会
議
室

で
開
催
さ
れ
た
。

　

支
部
会
員
の
ほ
か
近
隣
支
部
の

校
友
、
地
元
商
業
者
、
宝
塚
市
民

等
80
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
中
川

智
子
宝
塚
市
長
も
激
励
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。 

　

今
回
の
出
演
者
は
、
女
性
の
落

語
家
を
含
む
関
西
大
学
文
化
会
落

語
大
学
O
B
・
O
G
4
人
に
加
え
、

友
情
出
演
と
し
て
関
西
学
院
大
学

O
B
の
寄
席
も
あ
り
、
会
場
は
終

始
爆
笑
の
渦
だ
っ
た
。

　

宝
塚
市
・
宝
塚
市
教
育
委
員
会
・

宝
塚
市
文
化
財
団
・
宝
塚
商
工
会
議

所
の
後
援
も
い
た
だ
き
、
多
く
の
市

民
も
参
加
い
た
だ
け
る
恒
例
の
行
事

と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。

経
験
し
て
お
り
、
備
蓄
食
料
の
準
備

を
し
て
い
て
も
期
限
切
れ
と
な
っ
た

ら
、
い
か
に
上
手
に
お
い
し
く
消
費

で
き
る
か
と
い
う
女
性
目
線
の
意
見

も
上
が
り
ま
し
た
。
日
頃
の
備
え
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

2
月
14
日
、
N
P
O
法
人
い
た

み
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る

「
第
14
回
わ
っ
し
ょ
い
!
冬
の
元
気

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
例
年
通
り

伊
丹
支
部
（
加
藤
拓
支
部
長
）
も
参

加
し
た
。

　

今
年
は
、「
よ
ろ
ず
相
談
室
」
と

銘
打
ち
、
校
友
会
や
関
大
に
関
す
る

様
々
な
こ
と
を
語
り
合
え
る
場
を
提

供
し
た
。

　

関
大
を
目
指
し
て
い
る
学
生
が

ブ
ー
ス
を
覗
い
て
く
れ
、
若
者
と
の

交
流
を
も
持
つ
こ
と
も
で
き
た
。
彼

ら
に
は
、
是
非
と
も
関
大
の
門
を
く

ぐ
っ
て
貰
い
た
い
も
の
だ
。

　
「
元
気
ま
つ
り
」
主
催
者
の
方
々

や
伊
丹
市
長
、
伊
丹
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
議
員
の
方
々
も
ブ
ー

ス
に
お
越
し
頂
き
、「
我
わ
れ
校
友

会
伊
丹
支
部
の
メ
ン
バ
ー
も
、
日
頃

か
ら
地
域
の
方
々
と
交
流
し
密
着
し

て
い
る
の
だ
な
」
と
感
じ
ら
れ
る
一

時
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会

が
あ
れ
ば
地
域
に
貢
献
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
年
も
ま
た
、
関
大
の
卒
業
生
を

は
じ
め
関
係
者
の
方
々
の
関
大
に
対

す
る
思
い
を
強
く
実
感
し
た
一
日
で

あ
っ
た
。

　

第
37
回
松
江
レ
デ
ィ
ー
ス
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
兼
第
19
回
日
本
学
生
女
子

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会
が
、

3
月
20
日
に
快
晴
の
島
根
県
松
江

市
で
2
3
6
3
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
委
員
長
に
は
、
金
山
滉
（
昭

42
法
）
が
そ
の
任
に
あ
た
り
、
特
別

招
待
選
手
と
し
て
下
門
美
香
（
し
ま

む
ら
陸
上
競
技
部
）
を
迎
え
大
会
に

花
を
添
え
た
。

　

関
西
大
学
か
ら
は
、石
川
愛
海（
文

2
）・
北
田
朋
巳
（
人
1
）・
清
水

惇
子
（
社
3
）・髙
野
涼
夏
（
人
1
）

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、松
江
千
里
会（
神

庭
民
生
会
長
）
か
ら
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
ス
タ
ー
ト
地
点
と
中
間
地
点

の
2
ヶ
所
に
分
か
れ
て
応
援
し
た
。

北から南から

｢

冬
の
元
気
ま
つ
り｣

で

関
大
伊
丹
支
部
を
ア
ピ
ー
ル

第
6
回
葦
水
寄
席
が
盛
会
!

中
川
智
子
宝
塚
市
長
も
激
励

女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で

母
校
関
大
の
選
手
を
応
援

連絡先：黎明・谷洋 ☎ 090-8236-9467

連絡先：大西弘悦 ☎ 0852-23-1081

連絡先：（株）ヒラク気付 ☎ 072-785-5507

連絡先：塚本壽一 ☎ 0797-85-1491

伊
丹
支
部

2 /14

宝
塚
支
部

2 /11

島
根
県
支
部

松
江
千
里
会

3/20
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尼
崎
市
役
所
秀
麗
会
（
森
山
敏
夫

会
長
）
は
、
2
月
26
日
に
尼
崎
市

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
を
会
場
に
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
た
。

　

今
年
、
尼
崎
市
が
市
制
1
0
0

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま

で
続
い
て
き
た
校
友
の
絆
を
確
か
め

あ
い
な
が
ら
、
世
代
や
部
署
を
超
え

た
交
流
が
深
ま
っ
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
よ
る
お
楽
し
み

抽
選
会
で
は
、
尼
崎
ゆ
か
り
の
物
産

を
含
め
た
賞
品
を
手
に
一
喜
一
憂
。

現
会
長
の
退
職
に
伴
い
、
新
た
に
選

出
さ
れ
た
作
野
靖
史
新
会
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
尽
き
な
い
話
題
を
惜
し
み

な
が
ら
閉
会
と
な
っ
た
。

　

交
響
楽
団
O
B
O
G
会
（
谷
口

眞
人
会
長
）
は
、
4
月
3
日
、
桜

満
開
の
美
し
い
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

を
眺
め
な
が
ら
の
教
室
で
、
32
人
の

楽
し
い
親
睦
会
を
開
催
し
た
。

　

年
代
ご
と
の
音
楽
気
質
等
の
、
日

頃
聞
け
な
い
話
に
花
が
咲
く
中
、
現

役
の
美
し
い
弦
楽
四
重
奏
と
O
B

青
木
氏
の
オ
ー
ボ
エ
演
奏
の
共
演
に

拍
手
喝
采
、
和
や
か
な
心
の
通
う
ひ

と
と
き
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
凛
風
館
や
悠
久
の
庭

で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

時
を
超
え
た
す
ば
ら
し
い
集
い
と
な

り
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
た
。

　

今
年
度
は
、サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト・

定
期
演
奏
会
に
加
え
て
、
8
月
9

日
（
火
）
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

で
の
関
西
大
学
創
立
1
3
0
周
年

記
念
行
事
「
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
の
交
響
楽
団
出
演
、

そ
し
て
、来
年
1
月
22
日（
日
）ザ・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
70
周

年
記
念
O
B
交
響
楽
団
演
奏
会
と

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
。
力
を
結

集
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

　

神
戸
三
九
会
で
は
、
恒
例
に
よ
り

今
年
も
3
月
9
日
に
第
32
回
目
の

総
会
を
、
神
戸
三
宮
・
酒
肆
大
関
で

開
催
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
に
仲
間
入
り
す
る
今

年
だ
が
、
入
院
中
、
療
養
中
の
会
員

が
い
る
中
、12
人
の
元
気
者
が
出
席
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
経
っ
た
。

　

酒
は
飲
め
な
く
な
っ
た
が
、
病
が

癒
え
元
気
に
参
加
し
て
く
れ
た
O

君
。
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ペ
ー
ス
で
勤
め

て
い
る
S
君
。
未
だ
に
還
暦
野
球

に
挑
戦
、
代
打
専
門
で
頑
張
っ
て
い

る
I
君
。
気
持
ち
だ
け
は
若
い
が
、

ス
キ
ー
で
重
傷
を
負
っ
た
Y
君
。

人
工
関
節
を
入
れ
て
も
益
々
元
気
な

N
君
。
自
治
会
役
員
で
頑
張
っ
て

い
る
T
君
…
…
ハ
テ
サ
テ
93
歳
ま

で
続
け
ら
れ
る
か
三
九
会
。
頑
張
ろ

う
ぜ
、
い
つ
ま
で
も
。

　

総
会
終
了
後
、
ま
だ
ま
だ
飲
み
足

り
な
い
元
気
者
は
、
二
次
会
に
繰
り

出
し
、学
歌
を
斉
唱
し
て
散
会
し
た
。

　

3
月
5
日
に
、
児
童
文
化
研
究

会
同
窓
会
が
、
関
大
校
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
・
チ
ル
コ
ロ
で
、
23
人
が
参
加

し
て
開
催
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
・
一
人
人
形
芝
居
等
、
児

童
研
時
代
を
思
い
出
さ
せ
る
出
し
物

で
盛
り
上
が
り
、
地
元
名
産
品
持
ち

寄
り
の
自
己
紹
介
で
は
、
児
童
研
の

思
い
出
に
も
ふ
れ
て
、
お
互
い
に
懐

か
し
さ
と
親
し
み
が
深
ま
っ
た
。

　

最
後
は
、
逍
遙
歌
を
斉
唱
、
児
童

現
役
交
え
楽
し
い
親
睦
会
開
く

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
結
集

交
響
楽
団

O
B
O
G
会

4/3

頑
張
ろ
う
ぜ
元
気
で
!

93
歳
ま
で
会
の
継
続
を

神
戸
三
九
会

3 /9

地
元
名
産
交
換
し
自
己
紹
介

「
生
涯
児
童
研
」
の
思
い
強
く

児
童
文
化

研
究
会
同
窓
会

3 /5

北から南から

連絡先：富奥眞二 ☎ 06-6489-6348

連絡先：石山康弘

連絡先：谷口眞人 

世
代
・
部
署
を
超
え
て
交
流

新
会
長
に
作
野
靖
史
氏
選
出

尼
崎
市
役
所

秀
麗
会

2/26



 39   Be Proud ! All  KANDAI   

Web Contents e-Learning Design & Printing Solutions
さらなる

                         へ

研
の
テ
ー
マ
曲「
わ
れ
ら
ふ
く
ろ
う
」

を
合
唱
、
総
合
図
書
館
前
で
記
念
写

真
を
撮
っ
て
一
次
会
が
終
わ
っ
た
。

　

二
次
会
で
は
、カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、

話
も
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
一
日
が

瞬
く
間
に
過
ぎ
た
。

　

関
大
時
代
は
青
春
の
1
ペ
ー
ジ
、

同
じ
サ
ー
ク
ル
で
共
有
し
た
こ
と
を

と
も
に
語
り
合
う
こ
と
は
、
と
て
も

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
実
感
し
た
。

今
年
は
関
大
創
立
1
3
0
周
年
、

「
生
涯
関
大
」「
生
涯
児
童
研
」
の
思

い
を
深
く
感
じ
た
一
日
だ
っ
た
。

　

社
会
学
部
同
窓
会（
横
山
豊
会
長
）

は
、
4
月
3
日
に
母
校
で
「
社
学

よ
っ
と
い
デ
ー
」
を
開
催
し
、
初
参

加
3
人
を
含
む
20
人
が
参
加
し
た
。

　

当
同
窓
会
の
顧
問
で
あ
り
社
会
学

部
教
授
の
東
村
高
良
先
生
が
、
こ
の

た
び
名
誉
教
授
に
就
任
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
お
祝
い
の
会
を
兼
ね
た
親
睦

懇
親
会
と
な
っ
た
。

　
「
社
学
よ
っ
と
い
デ
ー
」
の
第
1

部
は
、
社
会
学
部
1
期
生
で
も
あ

る
東
村
先
生
の「
社
会
学
部
の
50
年
」

と
題
し
た
講
演
。
ご
自
身
の
50
年
も

含
め
て
、
社
会
学
部
が
歩
ん
で
き
た

道
を
振
り
返
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。
参

加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
学
生
時

代
を
想
い
起
し
て
、
感
慨
に
耽
り
な

が
ら
熱
心
に
拝
聴
し
た
。

　

第
2
部
は
、「
凛
風
館
」
で
昼
食

を
と
り
な
が
ら
親
交
を
深
め
た
。
社

会
学
部
が
来
年
に
創
設
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
話
題
の
中
心
と
な
り
、

各
人
が
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
ぶ
つ
け

合
っ
た
。
記
念
事
業
等
は
ま
だ
固

ま
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
向
け

一
致
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

社
会
保
険
労
務
士
関
大
会
（
田
中

義
久
会
長
） 

で
は
、
毎
年
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
、
関
西
大
学

の
教
授
に
よ
る
講
演
会
と
懇
親
会
を

企
画
し
て
い
る
。
今
年
は
39
人
の
会

員
が
参
加
し
、
桜
満
開
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
満
喫
し
た
。

　

講
演
会
で
は
元
日
本
代
表
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

チ
で
人
間
健
康
研
究
科
の
小
田
伸
午

教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
日
本
の
な

か
の
世
界
一
を
だ
せ
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
「
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

な
ど
の
躍
進
は
、
日
本
人
の
短
所
を

長
所
と
捉
え
、
勤
勉
性
・
忍
耐
力
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
再
認
識
で
き
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
力
で
負

け
て
い
て
も
、
チ
ー
ム
力
で
ジ
ャ
パ

ン
マ
ジ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
小
田
教
授
の
お
話
は
、

社
労
士
に
と
っ
て
も
組
織
づ
く
り
の

観
点
か
ら
大
い
に
共
感
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

社
会
保
険
労
務
士
関
大
会
で
は
、

来
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

　

K
U
E
S
S
・
O
B
O
G
会
で

は
、
4
月
2
日
、
満
開
の
桜
と
好

天
に
恵
ま
れ
た
中
、
1
0
0
周
年

記
念
会
館
「
レ
ス
ト
ラ
ン
紫
紺
」
で

卒
業
生
65
人
、
在
学
生
10
人
で
例
会

を
開
催
し
た
。

　

幾
多
の
デ
ィ
ベ
ー
テ
ィ
ン
グ
大
会

で
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
て
い
る
、

創
部
65
年
の
英
語
研
究
部
。
本
会
の

主
旨
「
卒
業
生
と
在
校
生
の
共
生
」

を
実
現
す
べ
く
、
大
手
企
業
の
海
外

経
験
者
に
よ
る
4
回
生
へ
の
就
活

講
座
も
設
け
、
現
役
生
と
交
流
を
深

め
た
。

　

甲
南
女
子
大
学
教
授
・
林
礼
子

氏（
昭
48
文
）の
ス
ピ
ー
チ
を
拝
聴
。

備
前
市
長・吉
村
武
司
氏
（
昭
44
文
）

連絡先：高田綾子社会保険労務士事務所 
☎ 06-6910-7830

連絡先：横山豊 ☎ 075-961-0104

北から南から

卒
業
生
・
現
役
75
人
集
う

4
回
生
へ
就
活
講
座
を
開
設

K
U
E
S
S
・

O
B
O
G
会

4 /2

連絡先：佐渡達史 

小
田
伸
午
教
授
の
講
演
聴
く

日
本
の
中
の
世
界
一
を
だ
せ

社
会
保
険

労
務
士
関
大
会

「
社
学
よ
っ
と
い
デ
ー
」
開
催

東
村
先
生
の
講
演
を
聴
く

社
会
学
部
同
窓
会
4/3

4/3
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人
文
学
の
危
機
が
い
わ
れ
る
近
年

だ
が
、
こ
の
混
迷
を
き
わ
め
る
今
こ

そ
、
学
問
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
足

場
を
確
か
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
谷
沢
先
生
の
文
学
研
究
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
一
冊
に
ま
と
め
た
本
書

は
、
そ
の
何
よ
り
の
指
針
と
な
る
だ

ろ
う
。

　

本
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、
長
年
に

わ
た
り
谷
沢
先
生
の
薫
陶
を
受
け
ら

れ
た
編
者
に
よ
る
、
硬
軟
お
り
ま
ぜ

て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
本
書
の
構
成

は
絶
妙
で
、
数
多
く
の
谷
沢
先
生
の

著
作
の
中
か
ら
、
代
表
作
の
『
文
豪

た
ち
の
大
喧
嘩
｜
鷗
外
・
逍
遥
・

樗
牛
｜
』
と
『
大
人
の
国
語
｜
隠

「
谷
沢
永
一
　

 

二
巻
選
集 

上 
 

精
撰
文
学
論
」

浦
西
和
彦
（
名
誉
教
授
） 

編

新
刊
紹
介

北から南から

も
公
務
を
ぬ
っ
て
急
遽
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
。

　

在
校
生
へ
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
贈
呈

後
、
野
堀
孝
夫
氏
（
昭
49
商
）
の

エ
ー
ル
の
下
、
学
歌
・
ク
ラ
ブ
ソ
ン

グ
を
斉
唱
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
創
立
1
3
0
周
年
記
念
事
業

「
K
U
G
F
」に
会
費
の
一
部（
5
万

円
）
を
寄
付
し
た
。

　

3
月
26
日
、
岐
阜
千
里
会
（
松

村
公
夫
会
長
）
は
、
岐
阜
県
下
の
関

西
学
院
大
・
同
志
社
大
・
立
命
館
大

の
O
B
会
と
関
大
愛
知
支
部
の
皆

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
第
23
回
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
6
組
24
人
で
開
催
し
た
。

　

結
果
は
、
優
勝
：
関
学
・
馬
渕
浩

史
さ
ん
、
準
優
勝
：
立
命
・
村
田
真

二
さ
ん
、
第
3
位
：
愛
知
支
部
・

佐
々
木
慧
先
輩
。
関
学
O
B
の
馬

渕
さ
ん
に
2
回
目
の
優
勝
を
さ
ら

わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
回
、
岐
阜
千
里
会
の
出
る
幕
は

な
く
、
よ
う
や
く
7
位
に
木
村
定

昭
先
輩
が
入
っ
た
が
、
前
回
は
後
藤

進
先
輩
の
優
勝
と
小
島
直
子
さ
ん
の

ベ
ス
グ
ロ
76
の
結
果
だ
っ
た
だ
け

に
、
岐
阜
千
里
会
の
参
加
者
一
同

は
秋
の
大
会
（
9
月
24
日
を
予
定
）

を
目
指
し
て
、
自
主
ト
レ
を
開
始
す

る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

秋
の
大
会
に
は
、
岐
阜
千
里
会
の

皆
さ
ん
の
臥
薪
嘗
胆
・
奮
起
を
期
待

す
る
!

　

3
月
23
日
、
茨
木
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部
で
経
済
人
ク
ラ
ブ
（
栗
原
照

次
郎
会
長
）
の
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
3
組
12
人
の
エ
ン
ト

リ
ー
で
、
校
友
会
長
の
寺
内
俊
太

郎
氏
も
数
年
ぶ
り
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
。
桜
の
花
も
咲
き
始
め
春

を
思
わ
す
陽
気
の
中
、
関
西
屈
指

の
名
門
コ
ー
ス
の
難
グ
リ
ー
ン
に

苦
し
み
つ
つ
も
、
和
や
か
に
プ
レ
ー

が
行
わ
れ
た
。

　

大
倉
ゴ
ル
フ
部
会
会
長
の
司
会
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
志
水
利

達
氏
。
舌
好
調
の
ト
ー
ク
さ
な
が
ら

の
巧
み
な
プ
レ
ー
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

も
手
中
に
。
準
優
勝
は
西
野
氏
が
右

手
の
負
傷
を
押
し
な
が
ら
入
り
、
寺

内
会
長
も
3
位
に
入
賞
し
た
。　

　

次
回
は
同
コ
ー
ス
で
9
月
開
催
予

定
。
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

志
水
氏
が
優
勝
と
ベ
ス
グ
ロ

数
年
ぶ
り
の
寺
内
会
長
3
位

連絡先：代表幹事 斎藤正博

連絡先：松村工業・疋田 ☎ 058-271-3912

連絡先：校友会事務局気付 ☎ 06-6368-0041

経
済
人
ク
ラ
ブ

3/23

関
関
同
立
友
好
コ
ン
ペ

関
学
の
馬
渕
氏
が
優
勝

岐
阜
千
里
会

3/26

言
視
舎
刊

定
価
4
5
0
0
円
+
税
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れ
た
名
文
は
こ
れ
だ
け
あ
る
｜
』

を
柱
に
し
、
初
期
の
文
学
史
論
、
作

品
・
作
家
論
な
ど
が
あ
わ
せ
て
収
録

さ
れ
て
い
る
。

　

書
誌
的
精
査
に
裏
づ
け
ら
れ
た
谷

沢
先
生
の
鋭
い
知
見
に
は
、
今
な
お

色
あ
せ
な
い
驚
く
べ
き
斬
新
さ
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、「
性
欲
に
異
常
と

正
常
の
区
別
な
ど
存
し
な
い
。た
だ
、

性
反
応
に
お
け
る
何
人
も
ま
だ
極
め

尽
く
し
得
て
い
な
い
広
大
な
個
人
差

と
、
そ
れ
を
生
み
出
す
条
件
の
測
り

知
れ
ぬ
多
様
性
が
現
実
に
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
の
み
で
あ

る
」（「
文
学
研
究
の
前
提
と
な
る
性

知
識
の
問
題
」）
と
い
っ
た
見
解
は
、

今
日
的
な
論
点
を
い
ち
早
く
見
越
し

た
も
の
と
い
え
る
。

　

編
者
の
「
解
説
に
代
え
て
」
は
、

ご
自
身
の
学
生
時
代
の
思
い
出
に
ふ

れ
つ
つ
、
谷
沢
先
生
の
お
仕
事
を
跡

づ
け
た
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
谷
沢

先
生
が
卓
越
し
た
研
究
者
・
批
評

家
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
つ
ね
に

学
生
に
知
的
な
刺
激
を
与
え
、
身

を
も
っ
て
文
学
研
究
の
厳
し
さ
と

楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
、
す

ぐ
れ
た
教
師
で
も
あ
っ
た
こ
と
を

偲
ば
せ
る
。　（

文
学
部
教
授　

関　

肇
）

辻
田
俊
寛
氏
（
つ
じ
た･

と
し

ひ
ろ=

昭
47
学
社
、
ミ
ニ
コ
ン･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
勤
務
）
平

成
27
年
10
月
25
日
死
去
。
66
歳
。

高
槻
市
。

伊
藤
修
三
氏
（
い
と
う･

し
ゅ

う
ぞ
う=

昭
43
学
工
、
伊
藤
電

子
勤
務
）12
月
3
日
死
去
。
69
歳
。

東
大
阪
市
。

抱 

俊
樹
氏
（
か
か
え･

と
し
き=

平
21
一
高･

25
学
経
）
12
月
4

日
死
去
。
25
歳
。
大
阪
市
。

◆
オ
ー
エ
ム
製
作
所
取
締
役
社

長･

代
表
取
締
役
に
佐
脇
祐
二

氏
就
任 

6
月
28
日
付
。
佐
脇

祐
二
氏
（
さ
わ
き･

ゆ
う
じ=

　

昭
52
一
高･

56
学
経
）
は
、

1
9
8
1
年
（
昭
和
56
年
）

同
社
入
社
。
2
0
1
0
年
（
平

成
22
年
）
取
締
役
経
営
企
画
管

理
部
長
、
12
年
常
務
取
締
役
社

長
室
長
兼
経
営
企
画
管
理
部

長
、
15
年
常
務
取
締
役
工
作
機

械
部
門
統
括･

経
営
企
画
室
担

当
。
57
歳
。

◆
吹
田
市
副
市
長
に
春
藤
尚
久

氏
就
任 
4
月
1
日
付
。
春
藤

尚
久
氏
（
し
ゅ
ん
ど
う･

な

お
ひ
さ=

昭
58
学
法
）
は
、

1
9
8
3
年
（
昭
和
58
年
）

吹
田
市
に
入
り
、
企
画
政
策
室

長
、
こ
ど
も
部
長
な
ど
を
歴
任

し
、
行
政
経
営
部
長
。
任
期
は

4
月
1
日
か
ら
4
年
間
。56
歳
。

◆
香
川
県
多
度
津
町
副
町
長
に

秋
山
俊
次
氏
就
任 

4
月
1
日

付
。
秋
山
俊
次
氏
（
あ
き
や

ま･

し
ゅ
ん
じ=

昭
54
学
法
）

は
、1
9
7
9
年
（
昭
和
54
年
）

香
川
県
庁
に
入
り
、
2
0
0
9

年
（
平
成
21
年
）
1
月
か
ら
10

年
7
月
ま
で
琴
平
町
副
町
長
。

県
に
復
帰
後
、
水
資
源
対
策
課

長
を
経
て
14
年
か
ら
環
境
政
策

課
長
。
3
月
末
で
県
を
定
年
退

職
し
た
。
任
期
は
4
月
1
日
か

ら
4
年
間
。
60
歳
。

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
O
B
の
橋

本
明
雄
氏
が
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
で
新
人
賞
獲
得 

11

月
14
日
〜
3
月
13
日
に
開
催
さ

れ
た
第
40
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
O
B
の
橋
本
明
雄
氏
（
は

し
も
と･

あ
き
お=

平
23
北

陽
高･

27
学
政
策
）
が
新
人
賞

を
獲
得
し
た
。

　

ま
た
、
橋
本
氏
は
所
属
す
る

豊
田
合
成
で
開
幕
か
ら
ポ
ス
ト

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
高
確
率

で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
シ
ュ
ー

ト
率
賞
も
合
わ
せ
て
獲
得
し

た
。
23
歳
。

早
川
絵
利
奈
氏
（
は
や
か
わ･

え

り
な=

平
19
学
経
、javagroup

勤
務
）
平
成
28
年
1
月
6
日
死

去
。
31
歳
。
福
井
県
お
お
い
町
。

三
井 

清
氏
（
み
つ
い･

き
よ
し=

昭
33
学
商
）
1
月
20
日
死
去
。

81
歳
。
大
阪
市
。

原  

曻
氏
（
は
ら･

の
ぼ
る=

昭

31
学
2
経
、
元
岸
和
田
市
長
。
元

岸
和
田
支
部
支
部
長
、
校
友
会

代
議
員
）2
月
14
日
死
去
。
93
歳
。

岸
和
田
市
。

辰
巳
良
勝
氏
（
た
つ
み･
よ
し

か
つ=

昭
17
大
予
2･

20
大
法
、

長
久
興
産
代
表
取
締
役
）
3
月

1
日
死
去
。
93
歳
。
八
尾
市
。

家
近
正
直
氏
（
い
え
ち
か･

ま

さ
な
お=

昭
31
学
法
、
弁
護
士
、

弁
護
士
法
人
第
一
法
律
事
務
所

代
表
社
員
）
3
月
2
日
死
去
。

82
歳
。
西
宮
市
。

大
前
英
世
氏
（
お
お
ま
え･

ひ

で
よ=

昭
38
学
法･

42
M
法
、

元
大
阪
府
議
会
議
員
、
大
阪
府

選
挙
管
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支部総会等
開催の

お知らせ

※ 4月20日現在の内容です。変更になることもございますので、校友会ホームページ等にて、ご確認ください　※掲載は､ 組織名､ 開催日時､ 場所 ( 会費､ 連絡先 ･ 電話番号 ) の順です

第107回定時代議員会 6月11日（土）13:00 100周年記念会館
平成28年度全国組織代表者会議 7月2日（土）13:00 100周年記念会館
第六回関大寄席 7月3日（日）18:30 天満天神繁昌亭
天神祭船渡御奉拝船｢関大丸｣就航 7月25日（月）17:00 大川
豊臣期大坂図屏風コンサート 8月9日（火）18:30 フェスティバルホール
関西大学フェスティバルin四国 8月20日（土）12:00 高松駅前･JRホテルクレメント高松

北播支部再建総会 5月28日（土）10:30 西脇ロイヤルホテル（サンスリー・小林護 ☎0795-42-8470）
松原支部総会 5月28日（土）11:30 松原商工会議所内･ふぁいみぃる（西田政充 ☎072-336-1600）
東京支部春季懇親会 5月28日（土）15:00 赤坂飯店（パソナグループ常勤監査役･堺精一 ☎03-6734-0218）
大阪狭山支部総会 5月28日（土）17:00 SAYAKAホール（花 光輝 ☎072-366-6120）
泰国千里会 関西7大学ゴルフ対抗戦 5月29日（日）（坂東隆史 bando@nittsushoji.co.th）
和泉支部総会 6月4日（土）11:30 ホテルレイクアルスターアルザ泉大津（西田耕作 ☎0725-33-2679）
ロサンゼルス千里会 南加大学同窓会対抗ゴルフ大会 6月5日（日）（白川敦 shirakawalax@gmail.com）
シンガポール千里会・関関同立対抗ゴルフコンペ 6月5日（日） スターヒル・ゴルフ＆カントリークラブ
　（安達聡重 adachi.satoshige@gmail.com）
港支部総会 6月5日（日）18:30　ホテル大阪ベイタワー（木村良雄 ☎06-6572-6170）
北支部総会 6月17日（金）18:30 ガーデンシティクラブ大阪（市田利夫司法書士事務所 ☎06-6375-1336）
神戸支部総会 6月17日（金）18:30 生田神社会館（10,000円。神戸支部事務局 　　078-453-2171）
門真支部総会 6月17日（金）18:30 古川橋「仙市」（西田一郎 ☎06-6901-1652）
篠山支部総会 6月18日（土）11:00　ユニトピアささやま（7,000円。平成15年卒以降及び女性は5,000円。
　松本嘉久男 ☎079-556-2851）
和歌山支部総会 6月18日（土）11:00 ダイワロイネットホテル和歌山（長谷川冷機・赤井雅哉 ☎073-436-2151）
広島支部総会 6月18日（土）17:00 場所未定（コスモシステム･重谷里志 ☎082-511-2161）
瑪雷西亜千里会ゴルフコンペ  6月19日（日）　テンプラーパークCC（海道哲芳 kaido.akiyoshi@sojitz.com）
堺支部総会  6月25日（土）16:00　ホテル・アゴーラリージェンシー堺（鍋島均 ☎072-221-5269）
此花支部総会 6月25日（土）17:30 場所未定（山口土建 ☎06-6461-1049）
大阪中央支部総会 6月25日（土）18:00 シティプラザ大阪2階･旬北の間（総会･落語会･懇親会｡
　10,000円、新卒者は7,000円、年会費2,000円含む。同伴者は7,000円。北野商店気付 ☎06-6253-0861）
東大阪支部総会 7月2日（土）18:00 ホテルアウィーナ大阪（ソフトスマイル保険気付 ☎06-6721-0922）
八尾支部総会 7月3日（日）11:00 八尾市文化会館5階･レセプションホール（中尾達夫 ☎072-998-3526）
徳島支部総会 7月9日（土）16:00 そば蔵（貝出宏文 ☎0883-24-0396）
鳥取支部総会 7月9日（土）18:00 ホテルモナーク鳥取（上山忠久 ☎0857-24-9228）
鶴見･都島･旭3支部総会､ 合同懇親会 7月9日（土）16:30 各支部総会 18:00合同懇親会 大阪キャッスルホテル・　
　錦城閣（鶴見･迫匡 ☎090-5017-8420、都島･香西安勝 ☎06-6922-4862、旭･秋田好廣 ☎06-6954-2433）
京都支部総会 7月9日（土）18:00 ホテルグランヴィア京都5階（壽見芳正 ☎0774-24-8008）
北海道支部総会 7月9日（土）18:30 京王プラザホテル札幌（松本陽一 ☎011-778-6760）
池田支部総会 7月10日（日）18:00 池田市民文化会館2階･コンベンションルーム（井上章 ☎072-753-5645）
守口支部総会 7月13日（水）18:30 ホテル・アゴーラ大阪守口（北町収 ☎090-3355-6782）
富山県支部総会 7月16日（土）12:00　富山市・富山電気ビル（高橋正 ☎076-475-5726）
城東支部総会 7月16日（土）17:30 大阪キャッスルホテル3階･錦城閣（近藤正昭 ☎06-6935-5545）
東淀川支部総会 7月16日（土）17:30 ホテルコンソルト新大阪（田中正紀 ☎06-6328-4162）
淡路支部総会 7月24日（日）11:00 レストラン タイムアフタータイム（音田誠二 ☎0799-62-0055）
福岡千里会総会 8月5日（金）18:30 ホテルセントラーザ博多（安藤造園土木･白木成光 ☎092-841-4141）
台湾OB会高雄懇親会 8月26日（金）18:00 高雄（李銘坤 mklee3648@yahoo.com.tw）
台湾OB会総会 8月27日（土）18:00 台北（李銘坤 mklee3648@yahoo.com.tw）

グリークラブOB総会 5月29日（日）12:00 千里山キャンパス･校友会会議室（塔筋浩司 ☎090-1024-9066）
会計人会研修会 6月13日（月）13:30 大阪キャッスルホテル（テーマ｢企業再編の税務と会計｣､
　講師･野田敏男公認会計士｡ 燈田進税理士事務所 ☎06-6766-1255）
経済人クラブ第210回例会 6月13日（月）18:00 大阪新阪急ホテル･2階花の間
　（講師 オービック代表取締役会長･野田順弘氏､ 校友会事務室 ☎06-6368-0041）
女子秀麗会総会 6月19日（日）11:00 シティプラザ大阪2階･SYUNの間（仁井ひろみ ☎06-6922-6806）
司法書士試験合格祝賀会兼新入会員歓迎会 7月2日（土）18:00 
　大阪キャッスルホテル（中村博司法書士事務所 ☎06-6705-5678）
スポーツマンクラブ第51回七夕総会 7月7日（木）18:30 ホテル阪神（小早川勝己 ☎072-783-2921）
東京経済人倶楽部シンポジウム 7月15日（金）13:00 日経ホール（関西大学東京センター気付 ☎03-3211-1670）
応援団OB・OG千成会（Ⅰ部）総会・懇親会 7月17日（日）12:00　
　千里山キャンパス・100周年記念会館（11:30から幹事会開催。坂上治 ☎090-8527-4270）
博修士会総会 7月30日（土）13:00 千里山キャンパス･校友会会議室
　（システム理工学部講師控室気付 ☎06-6368-1121）　

Fax

【本部関係 ･
 大学関係】

【職域会ほか団体】

【地 域支部】
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リニューアルした『關大』はいかがでしたか？ 昭和30年5月に新
聞形態の月刊紙として創刊し、平成16年度にA4版オールカラー
の冊子に体裁を変更。その後、平成 27年5月には創刊60周年を
迎えました。関西大学創立130周年を前に、心機一転、満を持し
て今号からさらにリニューアル。ますます読みごたえのある『關大』
にご期待ください。今後、アンケート依頼や寄稿のお願いをさせ
ていただくことがございます。ご協力のほど、お願い申し上げます。

右の QR コードを読み取り、無料アプリ「COCOAR2」をダウンロード
してください
アプリを起動し、右の写真または「EVENT REPORT（P17）」の写真
にかざしてください。AR 動画が再生されます

校友会 Facebookページでの掲載を予定していますので、
そちらからご視聴いただけます。

“関西大学校友会”をより身近に感じてもらうために。新しい出
会いや懐かしい再会のきっかけとなるために。これまで以上に、
卒業後も校友同士が活発に交流していただけるように、豊富な
情報を発信していきます。
ぜひ、校友会 Facebook ページに「いいね !」を押していただき、

“校友の輪と絆”を広げていただきたいものです。

※ご使用の機器や環境により、一部の機能が動作
しない場合や画面が正常に表示されないことがご
ざいますのでご了承願います　

※なお、AR 動画は次号発行時の際に新しい動画に
更新するため、古い動画は視聴出来なくなります

Web サイトでは
　◆ 校友会からの重要なお知らせ
　◆ 『關大』に掲載しきれなかった支部からのお知らせや報告
　◆ 各種手続きの案内
などを掲載しています。特に、住所変更等があった際には必ずお
知らせ下さいますよう、お願い致します。

https://www.facebook.com/kandai.koyukai/

http://www.kandai-koyukai.com/
Web サイトはこちらからどうぞ →

Facebook はこちらからどうぞ →

年6回機関誌『關大』の発行

Facebookページの運用

誌面が動くAR動画 !!
【スマートフォンやタブレットをお持ちの方へ】

【スマートフォンやタブレットをお持ちでない方へ】

各記事への「いいね!」「コメント」「シェア」で、
校友の絆を確かめてください!!!

Webサイトでの情報発信

関西大学校友会
2月3日

【校友会情報】
〜瑪雷西亜（マレーシア）千里会〜瑪雷西亜（マレーシア）千里会より、発足会開催のご報告が届きました !! 発足おめでとうございます !!! …もっと見る

いいね！ コメントする シェア

関西大学校友会
1月12日

【校友会情報】

〜過去を訪ねて〜

かつて、千里山キャンパスには、50 メート

ル競技用の屋外プールがありました。現在

その場所には、100 周年記念会館が建設さ

れ、1階は温水プール、2 階は約 800 名収

容のホールや会議室が設けられています。 

…もっと見る

いいね！ コメントする シェア
ぜひ、ページへの
「いいね!」を
お願いします!

iPhone / iPad

Android

COCOAR2
ダウンロードは
こちらから

あの臨場感をあなたの手の中に

1 

2

CHECK !

来て！見て！知って！
校友会ってこんなトコ！

校友会が取り組んでいる主な活動をご紹介します。
いずれも、校友の皆さまに情報をお届けするための
大切な取り組みばかりです。今一度、ご確認とご
理解をいただきたく、よろしくお願い致します。



130年の歴史と伝統、13学部を擁する総合大学。関西大学の魅力を確かめる
チャンスです！

“関西大学フェスティバル ｉｎ 四国”開催
土2016８ ２０/

12:00～19:00
JRホテルクレメント高松

創立130周年記念事業

JR高松駅徒歩1分／ことでん高松築港駅より徒歩1分 

▶講演会

関西法律学校の設立と児島惟謙
　　   関西大学法学部教授　市原 靖久
※会場内にてパネル展示あり

テーマ❶ 

藤澤東　先生と泊園書院・関西大学
とう  がい はく えん

とう  がい

はく えん

テーマ❷

講師 講師　　   関西大学文学部教授　吾妻 重二
※会場内にてパネル展示あり

大津事件で知られる宇和島出身の司法官・児島惟
謙は、関西法律学校の設立（1886年）に重要な役割
を果たしました。その功績と歴史を振り返ります。

　　   12:35～13:15時間 　　   13:25～14:00時間

讃岐の藤澤東　先生が江戸時代、大坂に開いた私塾・
泊園書院をテーマに講演。関西大学の知的ルーツを
紐解きます。　

（サンポートホール高松）

第1部 イベント 受験生を含む一般の方、校友・ご家族、在学生のご父母対象 （入場無料です。お気軽にご来場下さい）

タイムテーブル 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00

12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00

15:30 16:00

10:00 15:30 16:00

於「玉藻の間」

於「玉藻の間」

於「玉藻の間」

於「楓の間」於「楓の間」

於「桐の間」

於「3階ホワイエ」

於「3階ホワイエ」及び「玉藻の間」

於「飛天の間」 於「サンポートホール高松」

於「玉藻の間」

於「玉藻の間」

3F

オープニング

講演会 1
関西法律学校の設立と児島惟謙

講演会 2
藤澤東　先生と泊園書院・関西大学      

応援団演舞

関大寄席

入試説明会

入試個別相談会

グッズ販売

各種展示会

地方教育懇談会



入試説明会 　　  　①13:00～13:40／②15:00～15:40

第2部
交流会

　　 校友・ご家族、在学生のご父母　　　    17:00～19:00
　　 大宴会場「飛天の間」　　　 　お一人様￥7,000
対象

場所 費用

時間

▶応援団演舞

▶関大寄席

▶集まれ！関大人！

▶入試相談コーナー

▶各種展示コーナー

▶関大グッズ販売コーナー

お問い合わせ 関西大学校友会事務局
〒564-8680　大阪府吹田市山手町3-3-35　関西大学 校友・父母会館内

06-6380-8476電話 FAX

ホームページ・Facebookは
06-6368-0039

関西大学校友会 検索

94年の歴史を誇る関西大学応援団。その勇
壮かつ華麗なステージをお楽しみ下さい。

さまざまなパネル展示や写真展示をごゆっくりとお楽しみください

学部・大学院の入試制
度はもちろん、カリキュ
ラム内容や学生生活な
ど、本学の魅力をわかり
やすくお伝えするため
に、「入試個別相談会」
及び「入試説明会」を実
施いたします（ご来場
者には、入試グッズを
進呈いたします）。

関西大学のオリジナルグッズをご用意しております。
この機会に是非、お求め下さい。

笑う門には福来る！

▶総合懇談会
　　　  10:00～11:45
▶学部別教育懇談会（就職・学生生活相談を含む）
　　　  12:50～16:00
　　　  サンポートホール高松

第1部終了後、校友・ご家族及び在学生のご父母の方に
は引き続き、交流会にも是非お集まりいただきたく存じ
ます。学長・理事長等も出席いたします。関西大学関係者
同士、“学縁”を大いに深めていただければ幸いです。皆
さまの奮ってのご参加をお待ちしております。

入試個別相談会　　    12:00～16:00

児島惟謙パネル展

地方教育懇談会を、ご父母・保護者の皆様を対
象に、同時開催いたします。

時間

時間

時間

会場

時間

林家染太 桂米輝

教育後援会よりお知らせ

共催：関西大学、関西大学校友会、関西大学教育後援会　　主管：関西大学フェスティバルin四国実行委員会

大学の
研究成果紹介
2015トレたま
年間大賞優秀賞受賞！
テレビ東京 2015トレたま年
間大賞で優秀賞を受賞した、
システム理工学部　田實佳
郎教授と帝人株式会社が共
同開発したウエアラブル繊維
の紹介などを行います。

関西大学の知的ルーツの一つでも
ある、藤澤東　（香川県高松市塩江
町出身）によって開かれた「泊園書
院」ついて紹介いたします。

映像等を使って紹介します。

本学の紹介

関西大学出身の落語家による寄席を
ご堪能下さい。

　　   14:10～14:40時間

　　   15:00～16:00時間

藤澤東　パネル展

宮原知子

▶関西大学フィギュアスケーター展

髙橋大輔 織田信成

関西大学が誇るトップスケーターのコスチュームや、貴重なメダル等を展示いたします。

本学創立者
の一人で、明
治24年の大
津事件裁判
で司法権の
独立を護っ
た児島惟謙
先生の事績
を写真パネ
ルで紹介し
ます。

ⒸJapanSports

※要事前申込
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